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日
銀
が
先
月
公
表
し
た
資
金
循
環
速
報
に
よ
る
と
、
二
〇
〇
一
年
度
末
の
家
計
の
金
融
資
産
残
高
は
前
年
度
末
比
〇
・
一
％
（
約

一
兆
円
）
減
の
一
四
一
七
兆
円
一
千
億
円
と
な
り
、
前
年
度
に
引
き
続
き
二
年
連
続
の
マ
イ
ナ
ス
と
な
っ
た
。
そ
の
背
景
と
し
て
は

厳
し
い
景
気
情
勢
で
家
計
所
得
が
低
迷
し
た
こ
と
の
ほ
か
、
株
式
相
場
の
下
落
で
保
有
株
式
や
株
式
投
信
の
評
価
額
が
下
落
し
た
こ

と
な
ど
が
あ
げ
ら
れ
て
い
る
。

と
こ
ろ
で
、
九
八
年
か
ら
始
ま
っ
た
金
融
ビ
ッ
グ
バ
ン
、
昨
年
か
ら
の
高
利
郵
貯
資
金
の
大
量
満
期
、
今
年
か
ら
の
定
期
預
金
ペ

イ
オ
フ
解
禁
な
ど
の
環
境
変
化
は
、
家
計
の
金
融
資
産
を
預
貯
金
か
ら
株
式
な
ど
リ
ス
ク
性
資
産
へ
の
シ
フ
ト
を
促
す
き
っ
か
け
に

な
る
と
思
わ
れ
て
き
た
の
だ
が
、
一
見
し
た
と
こ
ろ
相
変
わ
ら
ず
預
貯
金
偏
重
で
あ
る
。
そ
の
た
め
も
あ
っ
て
か
、
柳
沢
伯
夫
金
融

担
当
相
は
、
銀
行
窓
口
で
の
株
式
売
買
仲
介
の
解
禁
を
検
討
し
て
い
る
と
伝
え
ら
れ
て
い
る
（
日
経
五
月
二
八
日
付
け
）。
す
な
わ

ち
、
日
本
の
個
人
投
資
家
の
裾
野
が
広
が
っ
て
い
な
い
と
い
う
基
本
的
前
提
に
立
っ
て
、
そ
の
主
た
る
原
因
を
証
券
会
社
、
郵
便
局
、

銀
行
な
ど
の
業
態
ご
と
に
顧
客
が
固
定
化
し
て
い
る
こ
と
に
求
め
、
そ
の
対
策
と
し
て
業
態
間
の
垣
根
を
取
り
払
っ
て
株
式
売
買
の

仲
介
チ
ャ
ネ
ル
を
広
げ
れ
ば
株
式
投
資
が
拡
大
す
る
と
の
認
識
が
あ
る
の
だ
ろ
う
。

果
た
し
て
、
そ
う
し
た
認
識
が
正
し
い
か
ど
う
か
。
し
か
し
、
そ
れ
を
問
う
前
に
金
融
ビ
ッ
グ
バ
ン
以
降
の
家
計
の
金
融
取
引
動

向
を
見
て
お
く
必
要
が
あ
る
だ
ろ
う
。
そ
こ
で
以
下
で
は
、
一
九
九
八
年
度
以
降
に
つ
い
て
、
家
計
の
金
融
資
産
残
高
と
そ
の
構
成

の
推
移
な
ら
び
に
四
半
期
ベ
ー
ス
の
金
融
取
引
動
向
か
ら
、
具
体
的
に
ど
の
よ
う
な
動
き
が
読
み
取
れ
る
か
、
と
く
に
株
式
、
投
信

（1）

家
計
の
金
融
資
産
を
取
り
巻
く
状
況

二
上
季
代
司



な
ど
証
券
商
品
に
焦
点
を
当
て
つ
つ
整
理
し
て
み
た
。

１
　
概
観

最
初
に
、
一
九
九
八
年
度
以
降
の
四
年
間
に
つ
い
て
家
計
金
融
資
産
の
主
要
項
目
の
残
高
な
ら
び
に
金
融
取
引
の
概
要
を
見
て
お

こ
う
（
表
１
）。
冒
頭
で
見
た
よ
う
に
家
計
の
金
融
資
産
は
残
高
ベ
ー
ス
で
二
年
連
続
減
少
、
二
〇
〇
一
年
度
末
（
二
〇
〇
二
年
三

月
末
）
で
一
四
一
七
兆
円
に
な
っ
た
が
、
金
融
取
引
（
フ
ロ
ー
）
と
し
て
は
こ
の
二
年
間
も
プ
ラ
ス
と
な
っ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
景

気
情
勢
の
厳
し
さ
か
ら
新
規
貯
蓄
の
絶
対
額
は
九
〇
年
代
末
の
三
十
数
兆
円
か
ら
減
っ
て
い
る
が
、
な
お
ネ
ッ
ト
で
年
間
約
二
〇
兆

円
弱
の
貯
蓄
を
積
み
上
げ
て
い
る
。
し
か
し
、
残
高
は
時
価
評
価
さ
れ
て
い
る
の
で
、
保

有
金
融
資
産
の
時
価
が
下
が
る
と
残
高
と
し
て
は
減
少
す
る
の
で
あ
る
。

日
銀
の
資
金
循
環
統
計
で
は
、
ス
ト
ッ
ク
の
増
減
と
フ
ロ
ー
の
増
減
の
乖
離
は
「
調
整

額
」
と
し
て
扱
わ
れ
て
い
る
が
、
こ
の
「
調
整
額
」
は
評
価
損
益
を
あ
ら
わ
し
て
い
る
の

で
あ
る
。
そ
し
て
全
体
の
「
調
整
額
」
は
残
高
の
十
数
パ
ー
セ
ン
ト
を
占
め
る
に
す
ぎ
な

い
「
証
券
」
の
「
調
整
額
」
に
ほ
ぼ
一
致
し
て
お
り
、
ス
ト
ッ
ク
の
評
価
損
益
は
主
と
し

て
証
券
の
評
価
損
益
に
よ
る
も
の
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。

問
題
は
、
こ
の
新
規
貯
蓄
（
四
年
累
計
で
一
〇
八
兆
円
）
を
含
め
、
家
計
が
金
融
資
産

を
ど
の
よ
う
に
処
分
（
運
用
）
し
た
か
、
す
な
わ
ち
ス
ト
ッ
ク
の
評
価
損
益
の
影
響
を
除

い
た
フ
ロ
ー
の
動
向
で
あ
る
。
こ
れ
を
見
た
の
が
表
２
で
あ
る
。
こ
れ
に
よ
る
と
こ
の
四

年
間
で
現
預
金
が
七
〇
兆
円
、
保
険
・
年
金
準
備
金
が
四
六
兆
円
、
株
式
・
出
資
金
・
投

（2）

表１　家計の金融資産

（出所）日本銀行「金融経済統計月報」より作成。

調整額

（単位：億円）
総計
残高

2001年度 1,849,529 13.05% －264,020 －181,378

取引

－82,642

増減 増減 （差額）

1999年度 2,459,797 17.21% 498,192 －45,873 544,065
2000年度 2,113,549 14.90% －346,248 23,489 －369,737

1998年度 13,451,945 136,330 360,912 －224,582
1999年度 14,289,551 837,606 333,932 503,674
2000年度 14,181,972 －107,579 192,450 －300,029
2001年度 14,171,294 －10,678 198,232 －208,910

うち証券
残高 取引 調整額

構成比 増減 増減 （差額）
1998年度 1,961,605 14.58% －272,499 －55,738 －216,761



信
が
九
兆
六
千
億
円
の
純
流
入
（
プ
ラ
ス
）、
他
方
で

債
券
等
が
二
五
兆
七
千
億
円
の
純
流
出
（
マ
イ
ナ
ス
）

と
な
っ
て
い
る
。
そ
れ
ぞ
れ
を
簡
単
に
見
て
お
く
と
次

の
よ
う
に
な
ろ
う
。

預
貯
金
で
は
普
通
預
金
な
ど
の
流
動
性
預
金
が
プ
ラ

ス
、
他
方
、
定
期
性
預
金
が
時
期
を
同
じ
く
し
て
マ
イ

ナ
ス
と
な
っ
て
お
り
、
し
か
も
そ
の
金
額
の
絶
対
額
が

平
行
的
に
変
化
し
て
い
る
。
つ
ま
り
定
期
性
預
金
が
流

動
性
預
金
に
振
り
変
わ
っ
て
お
り
、
特
に
こ
の
傾
向
は

二
〇
〇
〇
年
度
以
降
、
顕
著
で
あ
る
。
明
ら
か
に
こ
こ

に
は
ペ
イ
オ
フ
解
禁
の
影
響
が
現
れ
て
い
る
。
来
年
度

か
ら
流
動
性
預
金
も
ペ
イ
オ
フ
解
禁
の
対
象
に
加
え
ら
れ
る
予
定
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
今
後
は
流
動
性
預
金
の
動
向
が
注
目
さ
れ
る

こ
と
に
な
る
の
で
あ
る
。

次
に
、
株
式
・
出
資
金
・
投
信
で
は
投
信
の
純
流
入
が
大
き
か
っ
た
の
で
あ
る
が
、
前
年
度
に
純
流
出
に
転
じ
て
い
る
。
他
方
、

株
式
に
つ
い
て
は
投
信
の
動
き
と
は
逆
に
前
年
度
に
純
流
入
に
転
換
し
て
い
る
。
前
年
度
は
エ
ン
ロ
ン
債
組
み
入
れ
に
よ
る
Ｍ
Ｍ
Ｆ

の
元
本
割
れ
な
ど
の
ハ
プ
ニ
ン
グ
が
あ
り
、
そ
れ
が
投
信
の
純
流
出
に
影
響
し
て
い
る
の
だ
が
、
株
式
お
よ
び
投
信
へ
の
資
金
流
出

入
を
規
定
し
て
い
る
要
因
を
も
っ
と
検
討
し
て
み
る
必
要
が
あ
ろ
う
。

次
に
債
券
等
で
あ
る
が
、
日
銀
の
資
金
循
環
統
計
で
は
貸
付
信
託
等
の
金
銭
信
託
を
「
信
託
受
益
権
」
と
し
て
こ
こ
に
含
め
て
い

（3）

表２　家計の金融取引（主要項目）

（出所）表１に同じ

外貨預金

（単位；億円）
現金・預金

合計 462,045 134,925

定期性預金

327,120

297,691 60,797 192,354 5,896

2000年度 64,612 －5,381 －16,537 69,993

2001年度 90,334 29,344 60,990

1999年度 176,509 95,957 83,078 12,241
2000年度 66,768 107,355 －62,928 6,603
2001年度 157,393 376,756 －272,484 3,988
合計 698,361 640,865 －59,980 28,728

株式等・投信
（うち株式） 投信

27,866 12,510 －9,426 15,356
1999年度 13,164 －11,545 －42,899 24,709

2001年度 －9,880 －2,983 23,030 －6,897
合計 95,762 －7,399 －45,832 103,161

1999年度 124,076 26,221 97,855
2000年度 127,791 28,606 99,185

債券等

2001年度 －72,762 23,671 683 －93,920

保険 年金
1998年度 119,844 50,754 69,090

国債・財務債 事業債
金融債・
信託受益券

1998年度 －83,604 －5,875 1,068 －77,131
1999年度 －59,037 －3,989 3,489 －55,554
2000年度 －41,123 31,134 694 －70,433

合計 －256,526 44,941 5,934 －297,038
保険・年金準備金

流動性預金
1998年度

株式・出資金
1998年度



る
。
長
期
金
融
機
関
の
資
金
源
で
あ
っ
た
金
融
債
、
貸
付
信
託
は
残
高
が
急
減
し
て
お
り
、
債
券
等
の
純
流
出
は
金
融
債
、
貸
付
信

託
か
ら
の
資
金
流
出
に
よ
る
も
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
長
期
預
金
類
似
商
品
を
除
く
と
債
券
等
は
こ
の
四
年
間
で
四
兆
円
の
純
流

入
と
な
る
の
で
あ
る
。
例
え
ば
国
債
は
、
二
〇
〇
〇
年
度
以
降
、
ネ
ッ
ト
で
増
加
し
て
お
り
、
累
計
四
兆
五
千
億
円
の
プ
ラ
ス
で
あ

る
。
ペ
イ
オ
フ
解
禁
対
策
と
し
て
家
計
資
産
の
一
部
が
国
債
に
向
か
っ
た
こ
と
が
こ
こ
か
ら
伺
わ
れ
る
の
で
あ
る
。

２
　
証
券
へ
の
運
用
動
向

以
上
で
見
た
よ
う
に
、
こ
の
四
年
間
、
証
券
商
品
（
た
だ
し
金
融
債
・
金
銭
信
託
を
除
く
）
に
つ
い
て
み
れ
ば
株
式
・
投
信
・
債

券
あ
わ
せ
累
計
一
三
兆
六
千
億
円
の
純
流
入
を
見
て
い
る
の
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
こ
の
間
の
新
規
貯
蓄
一
〇
八
兆
円
の
一
二
・
六
％

に
相
当
す
る
。（
し
か
し
、
評
価
損
益
が
累
計
二
三
兆
円
の
マ
イ
ナ
ス
と
な
っ
て
い
る
た
め
残
高
ベ
ー
ス
で
は
一
〇
兆
円
の
減
少
と

な
り
、
残
高
構
成
で
は
〇
・
七
％
の
低
下
要
因
と
な
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。）

【
株
式
投
資
】

そ
こ
で
ま
ず
、
個
人
投
資
家
に
よ
る
株
式
投
資
の
動
向
に
つ
い
て
み
よ
う
。
図
１
は
九
八
年
一
月
か
ら
今
年
五
月
ま
で
の
月
間
ベ

ー
ス
で
見
た
個
人
投
資
家
に
よ
る
東
証
一
部
銘
柄
へ
の
買
い
（
売
り
）
越
し
額
を
株
価
（
Ｔ
Ｏ
Ｐ
Ｉ
Ｘ
）
と
照
ら
し
合
わ
せ
て
み
た

も
の
で
あ
る
。（
な
お
、
九
八
年
度
か
ら
の
四
年
間
の
個
人
投
資
家
に
よ
る
東
証
一
部
銘
柄
売
買
の
累
計
は
、
ネ
ッ
ト
で
四
兆
五
千

億
円
の
売
り
越
し
で
あ
り
、
表
２
の
日
銀
統
計
と
金
額
的
に
ほ
ぼ
一
致
す
る
。）
こ
れ
を
見
る
と
個
人
投
資
家
の
買
い
（
売
り
）
越

し
額
の
動
向
は
株
価
と
逆
相
関
、
す
な
わ
ち
、
株
価
が
下
が
る
と
買
い
向
か
い
、
上
げ
れ
ば
売
り
越
す
と
い
う
傾
向
が
看
取
さ
れ
る
。

し
か
し
表
３
に
見
る
よ
う
に
株
価
（
Ｔ
Ｏ
Ｐ
Ｉ
Ｘ
）
と
の
相
関
係
数
は
高
く
な
い
。

（4）



（5）

図１　個人の買い（売り）越しと株価
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図２　個人投資家の売買金額（往復ベース）と株価
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こ
れ
に
対
し
て
、
個
人
投
資
家
の
売
り
買
い
を
合
計
し
た
売
買
金
額
は
株
価
と
正
の
相
関
を
示
し
て
い

る
こ
と
、
特
に
上
昇
期
（
例
え
ば
九
九
年
）
に
高
い
相
関
係
数
を
見
せ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
す
な
わ

ち
、
個
人
投
資
家
の
株
式
売
買
は
相
場
が
上
が
る
と
活
発
に
な
っ
て
取
引
金
額
が
増
え
、
下
が
る
と
減
る

の
で
あ
る
。
も
っ
と
も
下
げ
相
場
で
あ
っ
た
二
〇
〇
一
年
は
売
買
金
額
が
そ
れ
ほ
ど
減
っ
て
い
な
い
（
そ

の
結
果
、
相
関
係
数
は
低
下
し
て
い
る
）。
全
体
と
し
て
み
る
と
、
九
九
年
度
以
降
、
個
人
投
資
家
の
株

式
取
引
は
ボ
リ
ュ
ー
ム
ア
ッ
プ
し
て
い
る
（
図
２
）
が
、
こ
れ
は
手
数
料
の
自
由
化
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

取
引
の
普
及
、
一
部
の
ネ
ッ
ト
専
業
業
者
に
よ
る
信
用
取
引
顧
客
の
取
引
活
発
化
と
時
期
が
一
致
し
て
お

り
、
こ
れ
ら
が
売
買
金
額
増
加
に
寄
与
し
て
い
る
と
考
え
て
良
か
ろ
う
。

以
上
か
ら
推
測
で
き
る
こ
と
は
、
回
転
の
速
い
信
用
取
引
顧
客
の
資
金
は
株
価
動
向
と
正
の
相
関
を
見
せ
な
が
ら
売
買
し
て
い
る

反
面
、
現
金
取
引
な
ど
や
や
長
期
の
個
人
資
金
は
株
価
と
逆
の
相
関
を
見
せ
な
が
ら
売
買
し
て
い
る
。
そ
し
て
個
人
投
資
家
は
昨
年

前
半
ま
で
は
売
り
越
し
基
調
で
あ
っ
た
が
、
Ｔ
Ｏ
Ｐ
Ｉ
Ｘ
で
一
三
〇
〇
ポ
イ
ン
ト
（
日
経
平
均
で
一
万
三
千
円
）
を
割
れ
た
六
月
頃

か
ら
買
い
越
し
に
転
じ
る
月
が
多
く
見
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
（
１
）。

ち
な
み
に
、
株
式
分
布
状
況
調
査
を
見
て
も
、
個
人
の
持
株

比
率
は
二
年
連
続
し
て
上
昇
し
、
二
〇
〇
一
年
度
末
に
は
一
九
・
七
％
に
な
っ
て
い
る
（
２
）。

【
株
式
投
信
の
購
入
】

次
に
、
個
人
投
資
家
に
よ
る
投
信
購
入
の
動
向
に
つ
い
て
み
よ
う
。
日
銀
統
計
で
は
家
計
資
産
に
よ
る
投
信
市
場
へ
の
純
流
出
入

は
把
握
で
き
る
が
、
種
類
別
（
株
式
投
信
・
公
社
債
投
信
・
Ｍ
Ｍ
Ｆ
）
の
内
訳
は
不
明
に
な
っ
て
い
る
。
し
か
し
リ
ス
ク
特
性
と
し

て
は
株
式
投
信
と
公
社
債
投
信
・
Ｍ
Ｍ
Ｆ
は
異
な
っ
て
お
り
、
例
え
ば
Ｍ
Ｍ
Ｆ
は
本
来
は
預
貯
金
に
含
め
て
し
か
る
べ
き
も
の
で
あ

（6）

表３　個人投資家の株式取引と
TOPIXとの相関係数

0.10914 
買越額
－0.17931 

全期間 －0.17931 0.74387 

－0.18852 0.88266 

2001年 －0.42796 0.51673 
2002年５月まで －0.20199 0.83674 

2000年 －0.18542 0.85112 

売買額
1998年
1999年



る
。
し
か
し
、
日
本
の
Ｍ
Ｍ
Ｆ
お
よ
び
公
社

債
投
信
は
組
み
入
れ
銘
柄
や
債
券
価
格
評
価

方
法
に
つ
い
て
整
備
さ
れ
て
い
な
い
問
題
点

が
あ
っ
た
う
え
、
Ｍ
Ｍ
Ｆ
の
購
入
主
体
が
法

人
に
偏
っ
て
い
た
結
果
、
昨
年
度
は
大
幅
な

純
資
産
の
減
少
を
み
た
の
で
あ
る
（
そ
の
後
、

こ
の
問
題
点
は
解
決
さ
れ
た
）。
し
た
が
っ
て

個
人
の
投
信
購
入
の
動
向
に
見
る
た
め
に
は

株
式
投
信
と
公
社
債
投
信
・
Ｍ
Ｍ
Ｆ
を
分
け

て
み
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
こ
で
、
株
式

投
信
だ
け
を
分
離
し
て
取
り
あ
げ
て
み
よ
う
。

（
な
お
、
投
信
協
会
公
表
の
統
計
で
は
株
式
投

信
の
購
入
者
の
九
割
が
個
人
と
な
っ
て
い

る
）。表

４
は
、
公
募
株
式
投
信
へ
の
ネ
ッ
ト
資

金
流
出
入
を
販
売
チ
ャ
ネ
ル
別
（
証
券
会
社

経
由
、
銀
行
な
ど
窓
販
経
由
、
運
用
会
社
に

よ
る
直
接
販
売
）
に
月
次
ベ
ー
ス
で
推
測
し

（7）

表４　販売チャネル別資金純流入額（推計）

（出所）投資信託より作成

運用損益

（単位；百万円）
証券会社経由

資金純流
出入

累計 3,254,733 4,211,797

運用損益

－242,055

－134,103 78,829 －5,653 －156,235

10月 59,855 41,023 －37,587 －1,093,051

２月 989,449 105,272 19,530 576,624
３月 107,489 166,956 －22,071 －706,197
４月 292,953 130,259 －30,340 －898,101
５月 373,708 181,101 －42,937 －1,250,971
６月 209,327

74,773 －41,226 －1,222,646
159,765 135,083 23,035 684,306

９月 101,136 263,135 －21,853 －660,487

11月 20,031 155,524 －9,218 －279,608

４月 105,078 133,802 2,951
５月 54,313 129,436 3,899

11月 550,905 117,316 5,773 210,483

－65,458 94,739 11,082
３月 136,783 121,345 8,045

８月 －40,569 203,206 －30,270 －1,026,193
９月 －89,145 183,222 －28,503 －955,379
10月 32,227 55,360 17,240 596,935

12月 －117,471 208,870 －320 －11,924
2002年１月 －194,368 －562,629

資金純流
出入

2000年１月

180,566
８月

銀行窓販 直販 合計

運用損益 運用損益
資金純流
出入

資金純流
出入

－141,706 －8,876 5,495 －49,779
522,840 34,255 1,320 1,096,042
－635,970 －48,157 －37,498 236,946
－801,424 －66,337 58,509 481,721
－1,105,396 －102,639 28,822 583,630

104,157 －10,009 303,475
７月 －1,063,620 －117,800 20,529 275,868

590,780 70,490 9,363 304,210
－561,806 －76,828 2,586 366,857
－926,565 －128,899 25,525 126,403
－234,944 －35,446 －16,493 159,062

－789,289 －206,634 12,775 175,412
－723,582 －203,294 7,799 101,876

450,934 128,761 －10,435 77,152
159,688 45,022 －1,979 666,242
－8,901 －2,703 －5,933 85,466
－413,286 145,909 －133,251 25,067 －16,092 －23,392

２月 309,331 103,162 －35,066 －5,785 423,575
290,863 99,023 －84,106 174,022 397,931
108,908 38,023 －3,453 235,427 149,882
145,267 52,117 －1,442 182,307 201,283

－5,976,839 －858,909 －7,084 7,459,446 －7,077,803

12月 －96,986 －519,682 121,413 －83,990 29,638 －21,762 54,065 －625,434
2001年１月 －120,437 191,529 158,961 33,798 －10,835 7,928 27,689 233,255

２月 21,005 －750,427 129,069 －140,113 14,929 －31,926 165,003 －922,466
３月 －50,088 169,303 210,349 34,864 －33,057 6,745 127,204 210,912
４月 151,008 566,665 57,451 117,964 －22,801 21,185 185,658 705,814
５月 130,825 －362,977 139,538 －78,836 165 －13,432 270,529 －455,246
６月 169,699 －186,887 183,404 －42,825 10,572 －6,981 363,676 －236,694
７月 423,028 －790,988 276,502 －192,624 12,930 －29,367 712,460 －1,012,979

534,504 52,864 20,069 607,437



た
も
の
で
あ
る
。
推
測
方
法
は
、
月
次
ベ
ー
ス
の
「
運
用
増
減
額
」（
基
準
価
格
で
示
さ
れ
る
評
価
損
益
）
を
各
販
売
チ

ャ
ネ
ル
へ
月
中
平
均
残
高
に
応
じ
て
割
り
振
り
、
各
販
売
チ
ャ
ネ
ル
の
純
資
産
残
高
と
の
差
額
を
ネ
ッ
ト
の
資
金
流
出
入

額
と
み
な
し
た
の
で
あ
る
。
表
５
は
、
そ
の
資
金
流
出
入
額
の
変
化
と
株
価
動
向
と
の
相
関
係
数
を
計
算
し
た
も
の
で
あ

る
。
こ
れ
に
よ
れ
ば
、
二
〇
〇
〇
年
か
ら
今
年
五
月
ま
で
の
約
二
年
半
、
株
式
投
信
に
七
兆
五
千
億
円
の
資
金
が
純
流
入

し
て
い
る
。
つ
ま
り
、
日
銀
資
金
循
環
統
計
で
は
、
昨
年
度
は
家
計
に
よ
る
投
信
購
入
は
マ
イ
ナ
ス
（
解
約
超
）
で
あ
っ

た
が
、
そ
れ
は
公
社
債
投
信
・
Ｍ
Ｍ
Ｆ
の
大
量
解
約
に
よ
る
も
の
で
あ
る
。
二
〇
〇
〇
年
度
の
株
式
投
信
に
お
け
る
ネ
ッ

ト
の
資
金
流
入
額
は
二
兆
九
八
百
億
円
、
二
〇
〇
一
年
度
は
二
兆
七
八
百
億
円
で
あ
り
、
ほ
ぼ
横
這
い
で
あ
る
。
し
か
し
、

資
金
流
入
額
と
ほ
ぼ
同
額
の
運
用
損
が
あ
る
た
め
に
結
果
と
し
て
、
残
高
の
変
化
な
し
と
な
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。

さ
ら
に
、
販
売
チ
ャ
ネ
ル
別
に
純
資
産
残
高
の
変
化
を
運
用
損
と
資
金
流
出
入
と
に
分
解
し
て
み
る
と
興
味
深
い
こ
と

が
看
取
で
き
る
。
ま
ず
、
資
金
純
流
入
額
を
み
る
と
、
銀
行
窓
販
は
四
兆
二
千
億
円
で
証
券
会
社
経
由
を
約
一
兆
円
上
回

っ
て
い
る
。
ま
た
、
資
金
純
流
出
入
額
と
株
価
と
の
相
関
係
数
を
見
る
と
、
証
券
会
社
経
由
で
は
正
の
相
関
に
対
し
、
銀

行
窓
販
は
マ
イ
ナ
ス
で
相
関
係
数
は
高
く
な
い
。
す
な
わ
ち
、
証
券
会
社
経
由
で
は
株
価
の
上
昇
下
降
と
平
行
し
て
資
金

純
流
入
額
が
増
減
す
る
。
つ
ま
り
株
が
上
が
る
と
流
入
額
が
増
加
、
下
が
る
と
減
少
（
も
し
く
は
流
出
）
す
る
の
に
対
し
、
銀
行
窓

販
で
は
株
価
動
向
と
関
係
な
く
資
金
が
流
入
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

証
券
会
社
の
顧
客
層
は
既
に
株
式
・
株
式
投
信
を
保
有
す
る
投
資
経
験
者
が
多
く
、
相
場
に
連
動
し
て
含
み
損
益
が
発
生
す
る
。

そ
の
こ
と
は
同
時
に
投
資
家
の
リ
ス
ク
許
容
度
を
左
右
し
、
投
信
購
入
の
態
様
は
株
価
と
正
の
相
関
を
見
せ
る
の
で
あ
ろ
う
。
し
か

し
、
銀
行
窓
販
の
顧
客
の
態
様
は
こ
れ
と
は
違
う
の
で
あ
る
。
そ
の
理
由
は
、
①
相
場
の
如
何
に
関
わ
ら
ず
恒
常
的
に
資
金
が
流
入

す
る
「
月
掛
け
投
資
」
が
銀
行
窓
販
に
は
多
い
こ
と
に
加
え
、
②
こ
れ
ま
で
株
式
や
株
式
投
信
に
投
資
し
て
こ
な
か
っ
た
未
経
験
の

（8）

表５　投信純流出入額と株価（TOPIX）との相関

証券会社経由
2000年～2002年５月 0.39213 0.39655 

全体銀行窓販 直販
－0.05587 0.29773 



資
金
が
銀
行
窓
販
経
由
で
流
入
し
て
い
る
か
ら
と
思
わ
れ
る
の
で
あ
る
。
そ
う
だ
と
す
れ
ば
、
銀
行
窓
販
は
投
信
市
場
に
新
た
な
顧

客
層
を
開
拓
し
つ
つ
あ
る
と
言
え
る
だ
ろ
う
。

３
　
小
括

日
銀
の
資
金
循
環
統
計
で
は
、
家
計
の
金
融
資
産
構
成
は
時
価
評
価
さ
れ
た
残
高
ベ
ー
ス
で
表
さ
れ
る
の
で
、
証
券
の
シ
ェ
ア
が

低
下
し
て
い
る
か
ら
と
い
っ
て
、
家
計
の
資
金
が
証
券
市
場
か
ら
流
出
し
て
い
る
と
即
断
す
べ
き
で
は
な
い
。
む
し
ろ
昨
年
の
後
半

か
ら
、
家
計
は
株
式
の
買
い
越
し
に
転
じ
て
い
る
と
み
な
す
べ
き
兆
候
が
あ
る
。
ま
た
、
株
式
投
信
に
つ
い
て
も
ネ
ッ
ト
で
買
い
越

し
が
続
い
て
い
る
の
で
あ
る
。
さ
ら
に
、
株
式
投
信
で
は
銀
行
窓
販
に
よ
っ
て
新
た
な
顧
客
層
が
開
拓
さ
れ
つ
つ
あ
る
。
冒
頭
で
見

た
よ
う
に
、
柳
沢
金
融
担
当
大
臣
の
「
株
式
の
銀
行
窓
販
解
禁
」
論
は
、
個
別
株
式
に
お
い
て
も
銀
行
窓
販
を
通
し
て
新
た
な
投
資

家
層
を
開
拓
で
き
る
と
の
認
識
が
あ
る
の
だ
ろ
う
。

し
か
し
株
式
投
信
と
個
別
株
と
で
は
や
は
り
違
う
の
で
は
な
い
か
。
投
信
の
銀
行
窓
販
の
拡
大
は
主
と
し
て
毎
月
定
額
投
資
の

「
月
掛
け
投
資
」
に
負
う
と
こ
ろ
が
大
き
い
。
す
な
わ
ち
、
銘
柄
と
時
間
と
の
リ
ス
ク
分
散
が
レ
デ
ィ
メ
イ
ド
に
で
き
あ
が
っ
て
い

る
商
品
設
計
が
新
規
の
顧
客
に
受
容
さ
れ
て
い
る
の
で
は
な
い
か
。
投
信
の
月
掛
け
投
資
は
証
券
投
資
の
リ
ス
ク
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
と

し
て
は
ほ
ぼ
完
全
で
あ
る
が
、
そ
れ
だ
け
に
、
得
ら
れ
る
リ
タ
ー
ン
も
大
き
く
な
い
。

こ
れ
に
対
し
て
、
個
別
株
の
投
資
家
は
銘
柄
、
時
間
と
も
に
リ
ス
ク
を
積
極
的
に
テ
ー
ク
す
る
こ
と
で
リ
タ
ー
ン
を
得
よ
う
と
す

る
の
で
あ
る
。
株
価
が
下
が
る
過
程
で
底
に
近
づ
い
た
と
見
越
し
た
タ
イ
ミ
ン
グ
で
投
資
家
が
買
い
に
入
る
の
で
あ
る
。
利
益
成
長

の
期
待
で
き
る
と
見
越
し
た
銘
柄
に
買
い
に
入
る
の
で
あ
る
。
こ
う
し
た
投
資
家
の
層
が
、
銀
行
や
郵
便
局
の
窓
口
が
販
売
チ
ャ
ネ

ル
に
な
っ
た
か
ら
と
い
う
だ
け
で
拡
大
す
る
の
だ
ろ
う
か
。
株
が
下
が
っ
て
割
安
感
が
広
が
る
こ
と
、
リ
ス
ト
ラ
が
進
捗
し
て
企
業

（9）



価
値
上
昇
へ
の
期
待
感
が
高
ま
る
こ
と
、
こ
れ
が
本
筋
で
は
な
い
か
。

注（
１
）

な
お
、
東
証
の
公
表
す
る
週
間
ベ
ー
ス
の
投
資
家
別
買
い
（
売
り
）
越
し
額
は
、
個
人
の
分
と
し
て
「
信
用
」
と
「
現
金
」
の
別
を
載
せ

て
い
る
。
こ
れ
を
使
っ
て
、
信
用
顧
客
と
現
金
顧
客
の
買
い
（
売
り
）
越
し
額
の
動
向
と
株
価
と
の
相
関
関
係
を
見
る
こ
と
も
可
能
で
あ

る
。
し
か
し
、
信
用
顧
客
は
相
場
下
落
で
評
価
損
の
出
た
買
い
銘
柄
に
つ
い
て
は
六
ヶ
月
の
信
用
期
限
終
了
後
は
「
現
引
き
」
し
、
相
場

回
復
を
待
っ
て
売
却
す
る
性
癖
が
あ
り
、
本
来
は
「
信
用
顧
客
」
の
「
売
り
」
が
統
計
上
は
「
現
金
顧
客
」
の
「
売
り
」
に
カ
ウ
ン
ト
さ

れ
て
し
ま
う
ケ
ー
ス
が
多
い
こ
と
に
留
意
す
る
必
要
が
あ
ろ
う
。

（
２
）

個
人
持
株
比
率
は
一
九
九
九
年
度
末
一
八
・
〇
％
、
二
〇
〇
〇
年
度
末
一
九
・
四
％
（
一
・
四
％
プ
ラ
ス
）、
二
〇
〇
一
年
度
末
一
九
・

七
％
（
〇
・
三
％
プ
ラ
ス
）
と
な
っ
て
い
る
（
全
国
証
券
取
引
所
調
べ
）

（
に
か
み
　
き
よ
し
・
主
任
研
究
員
）
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（11）

１
　
は
じ
め
に

近
年
、
年
金
基
金
の
資
産
残
高
を
急
増
さ
せ
つ
つ
あ
る
投
資
顧
問
会
社
に
つ
い
て
、
二
〇
〇
一
年
九
月
に
日
本
投
資
顧
問
業
協
会

か
ら
「
投
資
顧
問
業
者
の
注
意
義
務
に
つ
い
て
」
と
題
す
る
報
告
書
が
発
表
さ
れ
た
。
そ
こ
で
、
こ
こ
で
は
前
号
に
引
き
続
き
、
本

報
告
書
を
基
に
裁
判
事
案
も
参
照
し
つ
つ
①
投
資
顧
問
業
者
の
「
善
管
注
意
義
務
」
と
は
具
体
的
に
ど
の
よ
う
な
も
の
か
②
投
資
顧

問
会
社
の
果
た
す
べ
き
「
注
意
義
務
」
は
「
善
管
注
意
義
務
」
で
十
分
か
ど
う
か
検
討
を
行
う
こ
と
に
す
る
。

具
体
的
な
投
資
顧
問
業
者
の
注
意
義
務
に
つ
い
て
触
れ
る
前
に
、
こ
れ
ま
で
の
議
論
を
簡
単
に
整
理
し
て
お
き
た
い
。
一
九
九
〇

年
四
月
以
降
の
年
金
基
金
に
お
け
る
運
用
の
規
制
緩
和
は
、
金
融
機
関
、
証
券
会
社
、
保
険
会
社
の
資
産
運
用
ビ
ジ
ネ
ス
の
拡
充
と

強
化
を
促
し
た
。
し
か
し
、
年
金
基
金
の
委
託
さ
れ
た
運
用
形
態
や
そ
の
根
拠
法
の
違
い
に
よ
り
、
運
用
機
関
が
果
た
す
受
託
者
責

任
は
一
様
で
な
い
。
投
資
顧
問
業
者
の
現
行
法
上
の
注
意
義
務
に
つ
い
て
み
る
と
、
投
資
顧
問
業
法
上
で
は
忠
実
義
務
に
つ
い
て
あ

る
が
、
注
意
義
務
に
関
す
る
規
定
は
な
い
。
民
法
上
の
注
意
義
務
に
つ
い
て
は
「
善
管
注
意
義
務
」（
民
法
六
四
四
条
）
を
負
っ
て

い
る
。
自
主
規
制
ル
ー
ル
に
お
い
て
は
、
注
意
義
務
の
み
意
識
し
た
規
定
は
設
け
ら
れ
て
い
な
い
。
英
米
に
比
べ
て
歴
史
の
浅
い
日

本
で
は
、fiduciary

を
「
契
約
関
係
以
上
の
高
度
の
法
的
義
務
、
さ
ら
に
、
自
発
的
に
他
人
の
た
め
に
尽
く
す
と
い
う
道
徳
的
・
倫

理
的
義
務
を
負
い
、
専
ら
相
手
の
利
益
の
た
め
に
、
最
高
度
の
信
義
誠
実
を
尽
く
し
て
行
動
す
る
」
者
と
し
て
捉
え
、fiduciary

た

り
得
る
こ
と
を
基
本
精
神
と
す
る
こ
と
を
業
界
で
啓
蒙
さ
れ
て
き
た
。
さ
ら
に
、
日
本
で
は
、
投
資
顧
問
業
法
制
定
時
の
市
場
動
向

投
資
顧
問
業
者
の
注
意
義
務
に
つ
い
て
（
２
）

三
木
　
ま
り



等
を
勘
案
の
上
、
そ
の
規
定
を
厳
格
に
守
る
自
主
規
制
ル
ー
ル
を
整
備
す
る
な
ど
、fiduciary

duty

の
持
つ
理
念
を
参
考
に
独
自
の

制
度
体
系
を
構
築
し
て
き
て
い
る
。

２
　
投
資
顧
問
業
者
の
注
意
義
務
の
適
用
範
囲

（
１
）
注
意
義
務
の
適
用
に
お
け
る
基
本
的
考
え
方

投
資
顧
問
業
者
に
お
け
る
注
意
義
務
が
裁
判
で
争
わ
れ
た
事
例
は
極
め
て
少
な
い
。
こ
の
た
め
具
体
的
判
断
基
準
を
設
け
る
こ
と

は
非
常
に
困
難
で
あ
る
。
実
務
上
に
お
い
て
は
、
プ
ロ
投
資
家
と
の
間
の
投
資
顧
問
契
約
に
お
い
て
妥
当
す
る
注
意
義
務
と
、
よ
り

広
範
な
状
況
を
広
く
包
含
す
る
忠
実
義
務
と
を
区
別
し
、
信
頼
・
信
認
な
い
し
一
任
の
度
合
い
が
強
く
な
る
ほ
ど
に
忠
実
義
務
が
強

ま
り
、
分
別
管
理
等
の
外
形
的
行
為
へ
の
要
請
が
強
ま
る
も
の
と
理
解
さ
れ
る
。
注
意
義
務
は
そ
の
置
か
れ
た
状
況
に
応
じ
て
程
度

の
差
が
生
じ
る
こ
と
と
な
る
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
の
場
合
の
程
度
差
が
生
じ
る
判
断
材
料
と
し
て
投
資
顧
問
業
者
の
注
意
義
務
研
究

会
で
は
以
下
の
四
つ
を
挙
げ
て
い
る
。
ま
ず
、
第
一
に
委
任
の
本
旨
、
第
二
に
提
供
す
る
資
産
運
用
サ
ー
ビ
ス
の
専
門
性
の
高
さ
、

第
三
に
顧
客
の
属
性
（
い
わ
ゆ
る
プ
ロ
フ
ェ
ッ
シ
ョ
ナ
ル
・
ア
マ
チ
ュ
ア
の
度
合
い
を
含
む
）、
第
四
に
投
資
顧
問
料
で
あ
る
。

こ
の
他
に
も
、
注
意
義
務
の
内
容
を
考
え
る
に
あ
た
っ
て
考
慮
さ
れ
る
要
因
は
存
在
す
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
例
え
ば
、
潮
見

（
二
〇
〇
〇
）
よ
り
次
の
四
つ
が
挙
げ
ら
れ
る
（
１
）。

第
一
に
、
債
務
者
（
事
業
者
）
の
能
力
・
技
術
の
専
門
性
と
、
債
権
者
（
顧
客
）
の

理
解
能
力
、
情
報
収
集
能
力
、
並
び
に
そ
の
相
関
性
、
第
二
に
、
債
務
者
の
従
属
性
・
独
立
性
と
、
債
権
者
の
行
為
統
制
能
力
、
並

び
に
相
関
性
、
第
三
に
、
個
人
的
信
頼
関
係
の
重
要
性
と
、
こ
の
要
因
と
給
付
内
容
と
の
相
関
性
、
第
四
に
、
委
ね
ら
れ
た
権
利
、

利
益
の
種
類
と
重
大
性
で
あ
る
。
一
般
論
と
し
て
、
以
上
の
よ
う
な
要
素
が
考
え
ら
れ
る
が
、
具
体
的
な
ケ
ー
ス
に
よ
っ
て
、
考
え

ら
れ
る
要
素
の
種
類
及
び
程
度
が
違
っ
て
く
る
と
思
わ
れ
る
。
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ま
た
、
契
約
関
係
成
立
後
の
運
用
段
階
で
の
説
明
義
務
に
つ
い
て
は
、
基
本
的
に
は
委
任
契
約
上
の
説
明
義
務
が
想
定
さ
れ
、
他

方
で
一
方
的
な
依
存
関
係
が
強
い
場
合
に
は
、
業
者
が
誠
実
に
業
務
を
遂
行
し
た
旨
の
よ
り
詳
細
な
説
明
義
務
が
付
加
さ
れ
る
。
説

明
義
務
は
、
顧
客
に
対
し
説
明
す
る
こ
と
に
よ
り
、
責
任
が
投
資
顧
問
業
者
か
ら
顧
客
に
転
換
さ
れ
る
と
考
え
る
こ
と
が
私
法
（
２
）

上
一

般
的
で
あ
る
が
、
そ
の
場
合
に
も
顧
客
の
プ
ロ
・
ア
マ
度
合
い
を
踏
ま
え
て
対
処
す
る
こ
と
が
実
務
上
必
要
で
あ
る
と
考
え
ら
れ

る
。以

下
で
は
投
資
顧
問
業
者
の
注
意
義
務
の
適
用
範
囲
を
整
理
す
る
が
、
こ
れ
ま
で
の
議
論
を
踏
ま
え
る
と
英
米
法
・
大
陸
法
い
ず

れ
の
立
場
を
と
っ
て
も
、
注
意
義
務
は
曖
昧
性
を
持
つ
こ
と
と
な
り
、
具
体
的
判
定
基
準
を
設
け
る
こ
と
は
困
難
で
あ
る
。
こ
の
こ

と
は
、
実
際
の
裁
判
に
お
い
て
も
、
注
意
義
務
の
違
反
が
あ
っ
た
か
ど
う
か
の
立
証
は
難
し
い
こ
と
と
な
り
、
現
実
に
は
自
ら
の
経

済
的
合
理
性
の
範
囲
で
も
っ
ぱ
ら
相
手
方
の
利
益
の
た
め
に
最
高
度
の
信
義
誠
実
を
尽
く
し
て
行
動
す
る
プ
ロ
セ
ス
を
よ
り
高
度
な

も
の
と
し
て
い
く
こ
と
が
焦
点
に
な
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
（
３
）。

（
２
）
注
意
義
務
の
日
本
へ
の
適
用
範
囲
に
つ
い
て

投
資
顧
問
会
社
の
注
意
義
務
を
果
た
す
上
で
の
チ
ェ
ッ
ク
ポ
イ
ン
ト
等
を
整
理
す
る
と
と
も
に
、
顧
客
の
代
表
例
と
し
て
厚
生
年

金
基
金
連
合
会
の
受
託
者
責
任
研
究
会
「
受
託
者
責
任
ハ
ン
ド
ブ
ッ
ク
（
運
用
機
関
編
）」（
二
〇
〇
〇
）
の
四
三
項
目
を
参
考
に
、

注
意
義
務
関
連
に
つ
い
て
言
及
す
る
。
但
し
、
厚
生
年
金
基
金
を
含
む
投
資
顧
問
業
者
を
念
頭
に
記
述
す
る
も
の
で
あ
る
。

①
　
顧
客
の
指
示
内
容
の
確
認

・
顧
客
か
ら
の
運
用
方
針
や
投
資
対
象
資
産
等
に
関
す
る
指
示
等
が
あ
っ
た
場
合
、
そ
の
内
容
に
つ
い
て
資
産
運
用
に
関
す
る
法
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令
等
に
お
け
る
適
法
性
の
確
認

・
顧
客
の
委
任
の
本
旨
を
把
握
す
る
た
め
、
顧
客
そ
の
も
の
に
適
用
さ
れ
る
法
令
等
に
関
し
て
は
、
要
求
さ
れ
る
程
度
の
適
法
性

を
顧
客
と
共
同
確
認
す
る
こ
と

・
資
産
運
用
に
直
接
関
係
し
な
い
法
令
で
あ
っ
て
も
資
産
運
用
に
関
連
す
る
法
令
（
４
）

で
あ
れ
ば
原
則
と
し
て
そ
れ
を
知
る
べ
き
で
あ

り
、
お
よ
そ
資
産
運
用
一
般
か
ら
想
定
で
き
な
い
法
令
で
あ
っ
て
も
、
そ
れ
が
当
該
顧
客
に
と
っ
て
極
め
て
重
要
な
も
の
で
、

か
つ
そ
れ
を
察
知
し
え
る
状
況
で
あ
れ
ば
投
資
顧
問
業
者
も
責
任
を
負
う
可
能
性
が
あ
る
（
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
の
問
題
）

・
顧
客
の
運
用
基
本
方
針
に
照
ら
し
、
当
該
指
示
等
に
明
ら
か
に
問
題
の
あ
る
場
合
は
、
そ
の
妥
当
性
を
確
認
（
確
認
義
務
の
問

題
）

・
金
融
商
品
販
売
法
に
お
い
て
は
「
特
定
顧
客
」
以
外
の
顧
客
に
た
い
す
る
「
重
要
事
項
」
の
説
明
義
務
が
通
常
の
民
法
に
お
け

る
説
明
義
務
と
は
別
に
投
資
顧
問
業
者
に
課
せ
ら
れ
て
い
る
こ
と
に
留
意

・
報
告
に
必
要
な
コ
ス
ト
の
支
払
い
が
な
い
場
合
で
も
、
事
の
重
要
性
に
鑑
み
て
報
告
を
な
す
べ
き
場
合
は
あ
り
う
る
（
報
告
義

務
）、
注
意
義
務
の
履
行
に
伴
う
コ
ス
ト
も
含
め
て
投
資
顧
問
契
約
書
に
報
告
に
つ
い
て
規
定
を
設
け
、
責
任
の
範
囲
を
明
確

に
し
て
お
く
こ
と
が
望
ま
し
い

②
　
運
用
基
本
方
針
・
運
用
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
等
の
遵
守

・
運
用
基
本
方
針
・
運
用
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
等
の
遵
守
に
つ
き
投
資
顧
問
業
者
が
明
ら
か
な
過
失
が
あ
っ
た
場
合
で
、
取
る
べ
き
方

策
が
明
ら
か
で
先
に
処
理
し
た
方
が
顧
客
の
た
め
と
考
え
ら
れ
る
場
合
は
、
処
理
を
優
先
さ
せ
る
こ
と
が
必
要
（
顧
客
へ
は
事

後
報
告
）
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③
　
的
確
な
リ
ス
ク
管
理

・
リ
ス
ク
管
理
に
お
い
て
は
ま
ず
は
顧
客
に
、
了
解
さ
れ
る
想
定
リ
ス
ク
の
提
示
義
務
が
あ
り
、
投
資
顧
問
業
者
は
そ
れ
を
可
能

な
限
り
確
認
す
る
こ
と
が
必
要

・
総
合
的
な
リ
ス
ク
管
理
体
制
の
構
築
（
フ
ロ
ン
ト
と
バ
ッ
ク
の
分
離
、
レ
ポ
ー
テ
ィ
ン
グ
・
ラ
イ
ン
の
明
確
化
、
能
力
と
独
立

性
を
備
え
た
専
任
の
リ
ス
ク
管
理
責
任
者
の
設
置
）

④
　
資
産
配
分

・
顧
客
に
よ
る
運
用
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
等
に
よ
り
指
示
し
た
資
産
配
分
の
遵
守
（
そ
の
点
に
関
す
る
注
意
義
務
が
あ
る
）

・
資
産
配
分
に
お
い
て
重
要
な
こ
と
は
、
的
確
な
リ
ス
ク
管
理
と
と
も
に
、
許
容
範
囲
等
の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
の
遵
守
を
監
視
・
牽

制
す
る
内
部
管
理
体
制
の
整
備

⑤
　
キ
ャ
ッ
シ
ュ
管
理

・
顧
客
の
指
示
す
る
運
用
手
法
に
従
い
、
キ
ャ
ッ
シ
ュ
ポ
ジ
シ
ョ
ン
の
管
理
に
つ
い
て
十
分
注
意
を
払
い
、
資
金
シ
ョ
ー
ト
を
発

生
さ
せ
な
い
よ
う
に
す
る
こ
と

・
業
者
側
で
は
知
り
え
な
い
大
量
の
給
付
費
の
発
生
等
の
キ
ャ
ッ
シ
ュ
フ
ロ
ー
に
つ
い
て
は
、
顧
客
か
ら
提
供
さ
れ
る
情
報
に
基

づ
き
合
理
的
に
予
測
可
能
な
範
囲
で
キ
ャ
ッ
シ
ュ
管
理
を
行
え
ば
よ
い
（
仮
に
ポ
ー
ト
フ
ォ
リ
オ
の
取
り
崩
し
と
い
う
事
態
に

な
っ
た
と
し
て
も
免
責
さ
れ
る
）
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⑥
　
分
散
投
資

・
顧
客
の
委
任
の
本
旨
と
し
て
分
散
投
資
す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
て
も
、
運
用
資
産
額
が
過
小
で
あ
る
等
、
十
分
な
分
散
投

資
が
出
来
な
い
こ
と
が
市
場
の
状
況
等
に
よ
り
や
む
を
得
な
い
と
合
理
的
に
判
断
さ
れ
る
場
合
に
は
、
程
度
の
問
題
は
あ
る
に

せ
よ
分
散
投
資
を
現
実
に
し
な
か
っ
た
と
し
て
も
注
意
違
反
に
な
ら
な
い
（
但
し
、
事
前
の
説
明
を
十
分
に
行
う
こ
と
）

・
顧
客
の
運
用
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
等
に
照
ら
し
、
分
散
投
資
の
必
要
性
と
ポ
ー
ト
フ
ォ
リ
オ
に
組
み
込
む
べ
き
投
資
対
象
の
適
合
性
（
５
）

を
考
慮
す
る
義
務
を
負
う

⑦
　
新
規
投
資
・
デ
リ
バ
テ
ィ
ブ
取
引

・
新
規
投
資
や
デ
リ
バ
テ
ィ
ブ
取
引
を
行
う
場
合
に
は
、
十
分
な
調
査
・
分
析
を
す
る
と
と
も
に
、
顧
客
に
説
明
す
る
必
要
が
あ

る
。
こ
の
場
合
に
は
、
適
合
性
の
原
則
に
よ
り
顧
客
の
属
性
を
踏
ま
え
、
提
供
商
品
を
選
定
す
る
必
要
が
あ
る
。
ま
た
デ
リ
バ

テ
ィ
ブ
取
引
が
ヘ
ッ
ジ
目
的
か
ヘ
ッ
ジ
目
的
以
外
な
の
か
に
つ
い
て
十
分
に
留
意
し
、
後
者
の
場
合
に
は
説
明
の
必
要
性
が
大

き
い

・
新
規
投
資
や
デ
リ
バ
テ
ィ
ブ
取
引
の
場
合
、
顧
客
が
プ
ロ
に
近
い
存
在
で
あ
っ
て
も
、
そ
の
投
資
や
取
引
の
リ
ス
ク
に
対
す
る

顧
客
の
認
識
を
把
握
す
る
こ
と
が
事
後
の
紛
争
を
避
け
る
観
点
か
ら
重
要

・
基
金
の
同
意
を
得
ら
れ
な
い
場
合
に
新
規
投
資
等
を
行
わ
な
い
こ
と
は
、
投
資
顧
問
業
者
と
し
て
当
然
の
こ
と
で
あ
る
が
、
む

し
ろ
投
資
顧
問
業
者
の
行
為
と
し
て
は
、
運
用
目
標
を
達
成
す
る
上
で
有
効
と
考
え
ら
れ
る
投
資
手
段
で
あ
れ
ば
、
基
金
の
同

意
を
得
る
努
力
を
し
、
同
意
を
得
て
行
う
こ
と
が
求
め
ら
れ
る
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⑧
　
銘
柄
選
定
モ
デ
ル

・
顧
客
の
方
針
に
基
づ
い
て
モ
デ
ル
を
作
成
す
る
場
合
は
そ
の
方
針
を
遵
守
し
、
顧
客
の
適
合
性
を
考
え
て
適
切
な
モ
デ
ル
を
提

示
す
る
こ
と
に
注
意
を
払
う
義
務
を
負
う

・
モ
デ
ル
に
よ
る
過
去
の
高
運
用
成
果
の
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
が
、
将
来
の
運
用
成
果
を
約
束
す
る
よ
う
な
説
明
を
し
た
り
、
過

度
の
期
待
を
抱
か
せ
た
り
誤
解
を
招
く
表
現
を
し
た
り
し
な
い
よ
う
に
注
意
す
る

⑨
　
取
引
執
行
・
ソ
フ
ト
ダ
ラ
ー

・
英
国
で
は
最
良
執
行
は
注
意
義
務
（「
最
良
価
格
発
見
義
務
」、「
同
程
度
に
有
利
な
価
格
で
の
執
行
義
務
」）
と
さ
れ
て
い
る
、

こ
の
こ
と
か
ら
、
取
引
執
行
コ
ス
ト
に
つ
い
て
は
、
注
意
義
務
の
問
題
と
な
る

・
最
良
執
行
に
お
い
て
は
、
注
意
義
務
を
尽
く
し
た
こ
と
が
重
要
で
あ
り
、
結
果
が
ベ
ス
ト
で
な
く
て
も
直
ち
に
責
任
が
生
じ
る

わ
け
で
は
な
い
。
執
行
リ
ス
ク
軽
減
の
た
め
の
執
行
ポ
リ
シ
ー
（
運
用
ス
タ
イ
ル
と
の
整
合
性
、
証
券
会
社
の
選
定
方
法
等
）

と
執
行
プ
ロ
セ
ス
の
確
立
（
執
行
方
法
、
執
行
評
価
方
法
）
に
組
織
的
な
対
応
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。（
投
資
ア
イ
デ
ア
の
潜

在
リ
タ
ー
ン
を
具
体
的
に
す
る
手
段
が
売
買
執
行
で
あ
る
か
ら
、
執
行
コ
ス
ト
は
リ
タ
ー
ン
と
の
見
合
い
で
議
論
す
る
こ
と
が

必
要
だ
が
、
執
行
評
価
に
お
け
る
コ
ス
ト
計
測
技
術
に
つ
い
て
は
未
だ
発
達
途
上
で
あ
る
）

・
ソ
フ
ト
ダ
ラ
ー
の
利
用
に
お
い
て
は
、
潜
在
的
に
利
益
相
反
を
醸
成
す
る
可
能
性
が
あ
る
こ
と
を
認
識
し
、
顧
客
の
利
用
に
資

す
る
こ
と
と
承
諾
を
得
て
行
う
こ
と
が
前
提
と
な
る
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⑩
　
運
用
結
果
の
報
告
・
運
用
ス
タ
イ
ル
等
の
変
更

・
委
任
の
本
旨
を
踏
ま
え
れ
ば
、
最
終
的
に
適
切
な
結
果
報
告
を
す
る
こ
と
は
当
然
で
あ
り
、
委
任
の
本
旨
を
全
う
し
て
い
る
か

ど
う
か
の
注
意
義
務
が
あ
る

・
仮
に
環
境
の
変
化
等
で
運
用
ス
タ
イ
ル
に
変
化
が
生
じ
る
こ
と
と
な
れ
ば
、
委
任
者
に
通
知
し
、
委
任
者
に
再
検
討
の
機
会
を

与
え
る
こ
と
が
必
要

⑪
　
議
決
権
行
使
（
６
）

・
議
決
権
行
使
に
善
管
注
意
義
務
が
適
用
さ
れ
る
か
ど
う
か
に
つ
き
、
判
例
、
学
説
上
未
だ
定
見
が
確
立
し
て
い
な
い

・
投
資
顧
問
業
者
に
お
け
る
議
決
権
行
使
に
つ
い
て
は
、
委
任
の
本
旨
に
照
ら
し
て
判
断
す
る
こ
と
に
な
る
が
、
少
な
く
と
も
投

資
運
用
に
マ
イ
ナ
ス
に
な
る
と
判
断
し
た
場
合
で
、
し
か
し
な
が
ら
当
該
株
式
を
売
却
す
る
と
の
判
断
ま
で
に
は
至
ら
な
い
、

も
し
く
は
マ
ー
ケ
ッ
ト
・
イ
ン
パ
ク
ト
等
を
考
慮
し
、
売
却
す
べ
き
で
な
い
と
判
断
し
た
場
合
等
は
、
議
決
権
行
使
す
べ
き
で

あ
る
と
言
え
る
。
そ
の
際
、
費
用
対
効
果
を
含
む
顧
客
か
ら
の
期
待
が
あ
る
か
ど
う
か
等
が
重
要
な
判
断
要
素
に
な
る

⑫
　
約
定
照
会
・
受
渡
決
済

・
オ
ペ
レ
ー
シ
ョ
ナ
ル
・
リ
ス
ク
管
理
体
制
の
構
築
責
任
は
、
代
表
取
締
役
や
業
務
担
当
取
締
役
に
あ
り
、
善
管
注
意
義
務
を
負

う
こ
と
は
裁
判
上
確
立
し
つ
つ
あ
る

・
管
理
体
制
の
確
立
に
際
し
て
は
、
内
部
統
制
・
内
部
監
査
部
門
の
確
立
を
重
視
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３
　
投
資
顧
問
業
者
に
関
す
る
裁
判
事
案
（
７
）

（
１
）
事
実

船
員
を
組
合
員
と
す
る
労
働
組
合
で
あ
る
Ｘ
は
、
組
合
の
余
裕
資
金
の
一
部
に
つ
い
て
、
昭
和
六
三
年
七
月
、
投
資
顧
問
業
者
で

あ
る
Y1
と
の
間
で
投
資
一
任
契
約
を
締
結
し
、
そ
の
運
用
を
一
任
し
た
。
Y1
に
お
け
る
運
用
担
当
者
は
Y2
で
あ
っ
た
。
こ
の
投
資
一

任
契
約
は
、
平
成
五
年
六
月
末
に
終
了
す
る
ま
で
毎
年
更
新
さ
れ
て
い
た
が
、
そ
の
間
に
Y2
が
担
当
者
と
し
て
行
っ
た
投
資
運
用
に

つ
い
て
、
そ
れ
が
資
金
の
性
質
及
び
Ｘ
の
投
資
方
針
に
反
し
、
Ｘ
の
利
益
を
無
視
し
た
無
謀
な
も
の
で
あ
っ
た
た
め
に
一
〇
億
円
を

超
え
る
巨
額
な
損
失
を
出
し
た
と
し
て
、
Ｘ
が
、
Y1
に
対
し
て
契
約
上
の
忠
実
義
務
な
い
し
善
管
注
意
義
務
違
反
に
よ
る
債
務
不
履

行
責
任
に
基
づ
き
、
Y2
に
対
し
て
不
法
行
為
責
任
に
基
づ
き
、
損
害
賠
償
を
請
求
し
た
（
本
訴
）。
こ
れ
に
対
し
て
、
Y1
は
Ｘ
の
主

張
の
よ
う
な
債
務
不
履
行
は
な
か
っ
た
と
し
て
、
未
払
い
の
投
資
顧
問
報
酬
の
支
払
い
を
請
求
し
た
（
反
訴
）。

Ｘ
の
主
張
す
る
義
務
違
反
行
為
の
内
容
は
、
①
Y1
の
親
会
社
（
某
証
券
会
社
）
の
手
数
料
収
入
を
目
的
と
し
た
過
当
取
引
②
分
散

投
資
の
原
則
や
ポ
ー
ト
フ
ォ
リ
オ
・
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の
手
法
の
無
視
③
Y1
の
社
内
的
な
運
用
体
制
、
チ
ェ
ッ
ク
体
制
の
不
備
に
よ
る
、

ポ
ー
ト
フ
ォ
リ
オ
の
組
織
的
チ
ェ
ッ
ク
を
行
わ
な
か
っ
た
こ
と
④
運
用
手
法
を
変
え
ず
、
リ
ス
ク
管
理
な
し
に
行
わ
れ
た
短
期
売
買

⑤
株
価
下
落
局
面
で
の
ワ
ラ
ン
ト
へ
の
過
大
、
偏
在
的
な
投
資
⑥
Y1
が
運
用
を
委
ね
ら
れ
て
い
た
Ｚ
銀
行
か
ら
Ｘ
へ
の
ワ
ラ
ン
ト
の

付
け
替
え
を
行
い
、
Ｚ
銀
行
に
利
益
を
計
上
⑦
親
会
社
が
販
売
会
社
と
な
っ
て
い
る
投
資
信
託
の
購
入
が
挙
げ
ら
れ
て
い
る
。

（
２
）
判
決
要
旨

本
判
決
は
、
次
の
よ
う
に
判
断
し
て
、
Ｘ
の
本
訴
請
求
を
棄
却
し
、
Y1
の
反
訴
を
容
認
し
た
。

Ｘ
が
投
資
一
任
契
約
に
至
っ
た
経
緯
等
か
ら
、
Ｘ
が
Y1
に
指
示
し
た
運
用
目
標
は
毎
期
末
に
運
用
資
産
総
額
の
一
〇
パ
ー
セ
ン
ト
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以
上
の
実
現
益
を
達
成
す
る
こ
と
で
あ
っ
た
と
認
定
し
、
組
合
の
資
産
と
し
て
当
然
に
安
全
な
運
用
が
要
求
さ
れ
る
も
の
で
あ
っ
て

銀
行
預
金
プ
ラ
ス
ア
ル
フ
ァ
ア
を
目
標
と
し
た
に
過
ぎ
な
い
と
す
る
Ｘ
の
主
張
を
退
け
た
。
続
い
て
、
Y1
に
よ
る
実
際
の
運
用
状
況

を
時
間
を
追
っ
て
認
定
し
、
い
わ
ゆ
る
バ
ブ
ル
経
済
の
中
で
株
価
の
上
昇
局
面
で
は
株
式
・
ワ
ラ
ン
ト
の
短
期
売
買
を
繰
り
返
す
手

法
で
目
標
の
実
現
益
を
挙
げ
て
い
た
が
、
平
成
二
年
初
以
来
の
株
価
の
長
期
低
落
局
面
で
は
多
額
の
評
価
損
を
抱
え
る
こ
と
と
な
り
、

目
標
達
成
の
た
め
株
価
の
反
発
を
期
待
し
て
リ
ス
ク
の
大
き
い
ワ
ラ
ン
ト
へ
の
投
資
に
傾
斜
し
た
と
こ
ろ
、
さ
ら
に
損
失
を
拡
大
す

る
結
果
と
な
っ
た
と
し
た
。
し
か
し
な
が
ら
、
Ｘ
が
前
記
の
よ
う
な
固
定
的
な
目
標
達
成
を
指
示
し
た
の
み
で
、
そ
れ
以
外
の
指
示

を
与
え
て
い
な
か
っ
た
と
い
う
状
況
の
下
で
は
、
Y1
の
と
っ
た
投
資
方
針
が
明
ら
か
に
合
理
性
を
欠
き
、
裁
量
性
の
逸
脱
が
あ
っ
た

と
ま
で
は
認
め
る
こ
と
は
で
き
な
い
と
し
、
Ｘ
の
主
張
す
る
そ
の
他
の
義
務
違
反
行
為
に
つ
い
て
も
、
立
証
不
十
分
等
を
理
由
に
い

ず
れ
も
退
け
た
。

（
３
）
実
務
へ
の
指
針

上
記
の
判
例
が
実
務
に
と
っ
て
の
参
考
に
な
る
の
は
、
投
資
顧
問
業
者
の
注
意
義
務
に
関
す
る
裁
判
所
の
判
断
基
準
を
明
示
し
た

点
に
あ
る
。
以
下
、
そ
れ
ら
は
主
に
四
つ
挙
げ
ら
れ
る
。
第
一
に
投
資
顧
問
会
社
の
注
意
義
務
違
反
と
し
て
「
裁
量
権
の
逸
脱
」
と

「
裁
量
権
の
濫
用
」
を
示
し
た
こ
と
、
第
二
に
裁
量
権
の
逸
脱
に
つ
き
「
当
該
投
資
判
断
が
当
時
の
客
観
的
諸
状
況
及
び
投
資
顧
問

業
者
に
与
え
ら
れ
て
い
た
法
令
及
び
約
定
の
規
律
に
照
ら
し
て
明
ら
か
に
合
理
性
を
欠
い
た
も
の
と
認
め
ら
れ
る
場
合
」
と
一
般
的

判
断
基
準
を
示
し
た
こ
と
、
第
三
に
「
明
ら
か
な
合
理
性
を
欠
い
た
か
否
か
」
を
検
討
す
る
の
に
あ
た
り
、
同
じ
投
資
目
標
を
実
現

で
き
る
代
替
案
が
存
在
す
る
こ
と
、
代
替
案
の
リ
ス
ク
が
小
さ
い
こ
と
、
代
替
案
が
当
時
の
一
般
投
資
顧
問
業
者
で
あ
れ
ば
考
慮
の

対
象
と
す
る
こ
と
が
可
能
で
あ
り
か
つ
当
然
で
あ
る
と
い
え
る
こ
と
い
っ
た
具
体
的
判
断
基
準
を
示
し
た
こ
と
、
第
四
に
運
用
開
始
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後
の
顧
客
か
ら
の
疑
問
提
起
が
あ
っ
た
場
合
に
お
け
る
説
明
義
務
や
顧
客
意
思
の
確
認
義
務
に
つ
い
て
「
一
方
は
投
資
顧
問
業
者
で

あ
っ
て
投
資
の
専
門
家
、
他
方
は
専
門
家
に
取
引
を
一
任
し
て
そ
の
専
門
能
力
に
依
存
し
て
い
る
顧
客
と
い
う
関
係
に
あ
る
」
こ
と

か
ら
原
則
と
し
て
肯
定
的
に
解
し
た
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
る
。

た
だ
し
、
本
件
の
判
旨
は
、
投
資
顧
問
業
者
の
注
意
義
務
違
反
を
認
定
す
る
に
あ
た
り
全
体
的
傾
向
と
し
て
慎
重
に
な
り
す
ぎ
て
、

事
実
上
の
軽
過
失
免
責
を
認
め
る
よ
う
に
も
理
解
さ
れ
る
。
投
資
顧
問
業
協
会
と
し
て
は
、
こ
の
よ
う
な
判
旨
に
対
し
て
、
本
件
判

旨
の
基
準
に
甘
え
る
こ
と
な
く
、
よ
り
高
い
レ
ベ
ル
に
到
達
で
き
る
よ
う
自
己
を
規
律
し
、
業
務
を
行
っ
て
い
く
べ
き
で
あ
る
と
見

解
を
示
し
て
い
る
。

４
　
お
わ
り
に

投
資
顧
問
業
者
の
注
意
義
務
に
つ
い
て
、
顧
客
か
ら
投
資
顧
問
業
者
が
資
産
の
運
用
を
委
託
さ
れ
た
場
合
、
民
法
で
は
委
任
契
約

と
い
う
こ
と
に
な
り
、
善
管
注
意
義
務
が
課
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。
こ
れ
は
委
任
契
約
で
は
、
一
方
（
顧
客
）
が
他
方
（
投
資
顧
問

業
者
＝
専
門
家
）
に
対
し
て
そ
の
専
門
性
を
信
頼
し
、
運
用
を
裁
量
に
委
ね
て
い
る
。
こ
う
い
っ
た
状
況
で
は
、
専
門
家
の
利
己
的

な
行
為
な
ど
に
よ
り
、
顧
客
の
利
益
が
侵
害
さ
れ
る
恐
れ
が
あ
り
、
こ
う
し
た
危
険
を
防
止
す
べ
く
法
律
に
よ
り
設
け
ら
れ
た
の
が
、

善
管
注
意
義
務
だ
と
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
。

た
だ
し
、
善
管
注
意
義
務
と
い
う
の
は
、
そ
れ
自
体
と
し
て
明
確
に
定
義
づ
け
る
こ
と
は
さ
れ
て
お
ら
ず
、
具
体
的
な
ケ
ー
ス
に

即
し
て
解
釈
さ
れ
、
一
般
論
と
し
て
意
味
の
有
る
説
明
を
与
え
る
こ
と
は
出
来
な
い
。
そ
れ
が
逆
に
、
ケ
ー
ス
に
応
じ
た
柔
軟
な
解

決
を
可
能
に
し
て
い
る
と
も
い
え
る
。
そ
こ
で
、
具
体
的
な
ケ
ー
ス
ご
と
に
注
意
義
務
の
内
容
が
異
な
る
こ
と
を
認
め
な
が
ら
、
そ

れ
で
も
な
お
全
て
の
ケ
ー
ス
に
当
て
は
ま
る
統
一
的
な
答
え
を
見
つ
け
出
そ
う
と
す
る
こ
と
自
体
に
無
理
が
あ
る
の
か
も
し
れ
な
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い
。
し
か
し
、
そ
れ
で
は
実
務
に
携
わ
る
人
に
と
っ
て
不
都
合
で
あ
る
。
そ
こ
で
、
こ
れ
ま
で
の
見
解
は
、
個
別
の
ケ
ー
ス
を
超
え

た
一
般
的
に
妥
当
す
る
答
え
を
求
め
て
努
力
を
重
ね
て
き
た
と
い
え
る
だ
ろ
う
。
そ
こ
で
は
、
ケ
ー
ス
ご
と
に
答
え
は
異
な
る
が
、

そ
れ
で
も
尚
す
べ
て
の
ケ
ー
ス
に
妥
当
す
る
よ
う
な
答
え
こ
そ
望
ま
れ
て
い
る
と
い
え
る
。

そ
こ
で
、
最
後
に
こ
の
よ
う
な
答
え
の
解
決
策
と
し
て
フ
ァ
ク
タ
ー
の
抽
出
と
い
う
作
業
を
挙
げ
て
お
き
た
い
。
例
え
ば
、
様
々

な
ケ
ー
ス
を
丹
念
に
調
べ
て
、
結
論
を
左
右
す
る
フ
ァ
ク
タ
ー
と
し
て
要
素
Ａ
と
要
素
Ｂ
と
が
抽
出
さ
れ
た
と
す
る
。
そ
し
て
、
こ

れ
ら
の
要
素
に
は
程
度
を
考
え
る
こ
と
が
出
来
る
と
す
る
（
８
）。

こ
の
要
素
Ａ
は
そ
れ
が
高
け
れ
ば
高
い
ほ
ど
義
務
の
存
在
を
認
め
、
そ

れ
を
高
度
化
す
る
方
向
で
機
能
す
る
。
こ
れ
に
対
し
て
、
要
素
Ｂ
は
反
対
に
、
そ
れ
が
高
け
れ
ば
高
い
ほ
ど
、
義
務
の
程
度
を
低
め
、

最
終
的
に
は
存
在
を
否
定
す
る
方
向
で
機
能
す
る
と
仮
定
す
る
。
さ
ら
に
こ
れ
ら
Ａ
と
Ｂ
は
ど
の
よ
う
な
ケ
ー
ス
に
お
い
て
も
義
務

内
容
を
決
定
す
る
の
に
機
能
す
る
と
仮
定
す
る
。
す
る
と
、
こ
の
限
り
で
、
普
遍
的
に
妥
当
す
る
ル
ー
ル
が
存
在
す
る
と
考
え
ら
れ

る
。
こ
こ
で
は
、
さ
ら
に
具
体
的
な
ケ
ー
ス
α
と
ケ
ー
ス
β
を
考
え
る
こ
と
に
す
る
。
ケ
ー
ス
α
で
は
要
素
Ａ
が
強
く
、
逆
に
Ｂ
は

低
い
。
他
方
、
ケ
ー
ス
β
で
は
要
素
Ａ
が
低
く
、
Ｂ
は
高
い
と
す
る
。
そ
う
す
る
と
、
ケ
ー
ス
α
で
は
強
い
義
務
を
負
担
し
、
ケ
ー

ス
β
で
は
低
い
義
務
し
か
負
わ
な
い
と
い
う
結
論
に
な
る
。
ケ
ー
ス
α
で
も
ケ
ー
ス
β
で
も
考
慮
因
子
は
同
じ
で
あ
る
が
、
因
子
の

働
き
か
た
が
違
う
の
で
結
論
と
し
て
は
異
な
る
も
の
と
な
る
の
で
あ
る
。
こ
れ
は
す
べ
て
の
ケ
ー
ス
で
あ
る
意
味
で
統
一
的
に
把
握

し
つ
つ
、
ケ
ー
ス
に
応
じ
た
解
決
を
可
能
に
す
る
方
法
の
一
つ
で
あ
る
と
し
て
挙
げ
て
お
き
た
い
。

【
参
考
文
献
】

潮
見
佳
男
『
契
約
責
任
の
体
系
』
有
斐
閣
、
二
〇
〇
〇
年
。

道
垣
内
弘
人
『
信
託
法
理
と
私
法
体
系
』
有
斐
閣
、
一
九
九
六
年
。
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樋
口
範
雄
『
フ
ィ
デ
ュ
シ
ャ
ー
リ
ー
﹇
信
認
﹈
の
時
代
―
信
託
と
契
約
―
』
有
斐
閣
、
一
九
九
九
年
。

星
野
孝
一
『
投
資
顧
問
業
―
二
一
世
紀
へ
の
ビ
ジ
ョ
ン
―
』
金
融
財
政
事
情
研
究
会
、
一
九
九
四
年
。

注（
１
）

潮
見
佳
男
（
二
〇
〇
〇
）
二
一
一
頁
〜
二
三
四
頁
。

（
２
）

私
法
と
は
、
私
的
自
治
を
原
則
と
し
た
対
等
な
私
人
間
に
適
用
さ
れ
る
法
を
指
す
。

（
３
）

こ
こ
で
い
う
プ
ロ
セ
ス
と
は
、
投
資
顧
問
業
務
に
お
い
て
は
投
資
顧
問
業
務
の
「
本
質
」
を
踏
ま
え
、
自
ら
が
置
か
れ
た
状
況
を
「
把
握
」

し
、
そ
の
「
状
況
」
に
応
じ
た
義
務
を
尽
く
す
こ
と
に
あ
る
と
考
え
ら
れ
、
整
理
す
る
と
以
下
の
通
り
と
考
え
ら
れ
る
。
①
投
資
顧
問
業

務
の
「
本
質
」
と
は
、
委
任
者
と
の
信
頼
関
係
を
基
に
業
務
が
な
り
た
っ
て
い
る
こ
と
で
あ
り
、fiduciary

duty

で
は
信
認
関
係
で
あ
る
。

②
自
ら
が
置
か
れ
た
状
況
を
「
把
握
」
す
る
と
は
、
自
身
の
行
う
資
産
運
用
行
為
が
、
制
定
法
・
契
約
に
準
じ
て
い
る
か
ど
う
か
、
加
え

て
、
そ
の
行
為
が
市
場
へ
ど
の
よ
う
な
影
響
を
与
え
る
か
を
把
握
す
る
こ
と
に
あ
る
。
③
そ
の
「
状
況
」
に
応
じ
た
義
務
を
尽
く
す
と
は
、

そ
の
置
か
れ
た
状
況
（
注
意
義
務
の
程
度
差
が
生
じ
る
判
断
材
料
の
状
況
を
含
む
）
に
照
ら
し
、
自
身
に
要
求
・
期
待
さ
れ
て
い
る
行
為

基
準
（
手
続
き
を
踏
む
）
に
従
っ
て
、
そ
の
専
門
的
知
識
と
経
験
を
尽
く
す
こ
と
を
意
味
す
る
。

（
４
）

例
え
ば
証
券
取
引
法
の
証
券
会
社
等
に
関
わ
る
規
定
。

（
５
）

例
え
ば
組
み
込
ま
れ
た
投
資
対
象
ご
と
の
相
関
関
係
等
。

（
６
）

詳
し
く
は
、
日
本
投
資
顧
問
業
協
会
、
議
決
権
等
株
主
権
行
使
研
究
会
「
投
資
一
任
会
社
の
議
決
権
等
株
主
権
行
使
に
つ
い
て
」
平
成
一

四
年
四
月
を
参
照
。

（
７
）

東
京
地
裁
平
成
九
年
一
二
月
一
七
日
判
例
『
タ
イ
ム
ス
』
Ｎ
ｏ．

九
八
二
、
一
八
一
頁
〜
一
九
二
頁
。
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（
８
）

例
え
ば
、
専
門
能
力
の
高
低
、
顧
客
知
識
の
多
い
少
な
い
な
ど
が
挙
げ
ら
れ
る
。

（
み
き
　
ま
り
・
研
究
員
）
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１
　
は
じ
め
に

銀
行
が
経
営
破
綻
し
た
場
合
に
、
預
金
保
険
機
構
か
ら
一
、
〇
〇
〇
万
円
ま
で
の
払
い
戻
し
を
受
け
る
ペ
イ
オ
フ
制
度
が
今
年
四

月
か
ら
実
施
さ
れ
た
（
１
）。

こ
れ
に
よ
っ
て
、
銀
行
破
綻
に
と
も
な
っ
て
ペ
イ
オ
フ
が
発
動
さ
れ
る
と
、
同
一
人
が
同
一
の
銀
行
に
預
け

て
い
る
預
金
は
す
べ
て
名
寄
せ
さ
れ
た
上
で
一
、
〇
〇
〇
万
円
ま
で
の
払
い
戻
し
を
預
金
保
険
機
構
か
ら
受
け
る
こ
と
に
な
る
。
一
、

〇
〇
〇
万
円
を
越
え
る
部
分
に
つ
い
て
は
、
破
綻
銀
行
の
処
理
を
進
め
た
上
で
当
該
銀
行
の
破
産
管
財
人
か
ら
受
け
取
る
こ
と
に
な

り
、
こ
の
部
分
の
弁
済
は
保
証
さ
れ
な
い
。

ペ
イ
オ
フ
導
入
に
と
も
な
っ
て
、
個
人
預
金
等
に
つ
い
て
も
預
入
れ
先
の
金
融
機
関
を
分
散
す
る
な
ど
の
自
衛
的
な
動
き
が
見
ら

れ
る
が
、
ペ
イ
オ
フ
の
影
響
を
受
け
る
の
は
個
人
だ
け
に
と
ど
ま
ら
な
い
。
地
方
公
共
団
体
の
管
理
す
る
公
金
も
、
銀
行
の
経
営
破

綻
に
よ
っ
て
ペ
イ
オ
フ
が
発
動
さ
れ
た
場
合
に
は
そ
の
対
象
と
な
る
。
こ
の
た
め
、
総
務
省
は
昨
年
度
地
方
公
共
団
体
の
ペ
イ
オ
フ

対
策
に
つ
い
て
の
研
究
会
と
り
ま
と
め
（
２
）

を
発
表
し
、
各
地
方
公
共
団
体
の
対
応
策
を
検
討
し
て
い
る
。

本
稿
で
は
、
地
方
公
共
団
体
の
従
来
の
公
金
管
理
状
況
を
概
観
し
た
う
え
で
、
ど
の
よ
う
な
ペ
イ
オ
フ
対
策
が
検
討
さ
れ
て
い
る

か
に
つ
い
て
紹
介
す
る
。
ペ
イ
オ
フ
対
策
の
一
つ
と
し
て
、
公
金
の
一
部
を
国
債
な
ど
元
本
・
利
子
の
返
済
が
極
め
て
確
実
な
債
券

で
運
用
す
る
こ
と
も
検
討
さ
れ
て
お
り
、
証
券
市
場
に
一
定
の
影
響
を
及
ぼ
す
可
能
性
が
あ
る
。
と
り
わ
け
、
地
方
公
共
団
体
の
公

金
の
う
ち
、
基
金
と
呼
ば
れ
る
比
較
的
長
期
的
な
性
格
を
持
つ
資
金
に
つ
い
て
は
、
債
券
な
ど
で
の
運
用
の
余
地
が
存
在
す
る
と
考

（25）
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え
ら
れ
る
。
さ
ら
に
、
地
方
公
共
団
体
の
ペ
イ
オ
フ
対
策
が
進
む
こ
と
は
、
こ
れ
ま
で
密
接
な
関
係
に
あ
っ
た
指
定
金
融
機
関
の
あ

り
方
に
も
変
化
を
も
た
ら
す
可
能
性
が
あ
る
。

２

地
方
公
共
団
体
の
公
金
の
概
要

日
本
の
地
方
公
共
団
体
は
、
都
道
府
県
、
市
町
村
、
特
別
区
で
合
計
三
、
二
〇
〇
あ
ま
り
存
在
し
て
い
る
。
地
方
公
共
団
体
の
運

用
資
金
残
高
は
二
〇
兆
円
を
越
え
、
地
方
債
発
行
残
高
は
一
六
四
兆
円
に
の
ぼ
る
。
地
方
公
共
団
体
と
の
取
引
は
、
地
方
銀
行
を
は

じ
め
と
す
る
地
方
金
融
機
関
に
と
っ
て
極
め
て
重
要
で
あ
り
、
地
域
に
よ
っ
て
は
、
地
方
公
共
団
体
が
地
元
金
融
機
関
に
と
っ
て
最

大
の
取
引
先
と
な
っ
て
い
る
場
合
も
め
ず
ら
し
く
な
い
と
さ
れ
る
。

地
方
公
共
団
体
の
公
金
は
、
お
お
ま
か
に
歳
計
現
金
と
基
金
に
分
け
る
こ
と
が
で
き
る
（
３
）。

公
金
は
、
地
方
税
や
地
方
交
付
金
、
地

方
債
に
よ
っ
て
調
達
さ
れ
、
最
大
の
歳
出
項
目
で
あ
る
給
与
関
係
費
の
ほ
か
、
建
設
事
業
費
、
社
会
保
障
関
連
費
な
ど
と
し
て
支
出

さ
れ
る
。
こ
れ
ら
の
歳
入
歳
出
に
関
わ
る
現
金
が
歳
計
現
金
で
あ
る
。
歳
計
現
金
は
歳
入
と
歳
出
の
時
間
的
な
ズ
レ
の
た
め
に
生
じ

て
い
る
滞
留
資
金
で
あ
る
た
め
、
流
動
性
の
高
い
形
で
管
理
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
地
方
自
治
法
に
も
、
歳
計
現
金
は
「
最
も
安

全
か
つ
有
利
な
方
法
に
よ
り
こ
れ
を
保
管
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」（
二
三
五
条
）
と
の
定
め
が
あ
り
、
具
体
的
に
は
「
金
融
機
関

に
預
金
し
て
安
全
に
保
管
す
る
こ
と
で
あ
り
、
か
つ
、
支
払
準
備
に
支
障
の
な
い
か
ぎ
り
、
適
正
適
時
に
預
金
に
よ
る
運
用
の
利
益

を
図
る
こ
と
」
と
さ
れ
て
い
る
（
昭
和
三
八
年
行
政
課
長
通
知
）。
実
際
に
は
、
歳
計
現
金
は
要
求
払
い
預
金
か
、
あ
る
い
は
ご
く

短
期
の
大
口
定
期
預
金
と
し
て
運
用
さ
れ
て
い
る
の
が
通
常
で
あ
る
。

一
方
、
地
方
公
共
団
体
の
基
金
は
、
地
方
自
治
法
二
四
一
条
の
「
特
定
の
目
的
の
た
め
に
財
産
を
維
持
し
、
資
金
を
積
み
立
て
、

又
は
定
額
の
資
金
を
運
用
す
る
た
め
の
基
金
を
設
け
る
こ
と
が
で
き
る
」
と
す
る
規
定
に
基
づ
い
て
設
立
さ
れ
て
い
る
も
の
で
、
地
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表１　地方公共団体の基金の運営状況（1998年度末）

資料　地方財務協会「地方財政統計年報」

（単位　億円）
現預金 信託 有価証券 土地 その他共合計

都
道
府
県

積立金 40,802 1,126 1,479 － 46,789
財政調整基金 4,043 56 5 － 4,103
減債基金 18,577 139 644 － 19,873
その他特定目的基金 18,182 931 830 － 22,813
定額運用基金 5,002 81 6 2,601 15,179
土地開発基金 4,054 34 － 2,571 8,441
その他定額運用基金 948 47 6 30 6,738
合　　　計 45,804 1,207 1,485 2,601 61,968

市
　
町
　
村

積立金 95,012 3,891 2,808 352 105,691
財政調整基金 25,090 1,508 493 － 27,738
減債基金 13,891 79 524 － 15,012
その他特定目的基金 56,031 2,304 1,791 352 62,941
定額運用基金 8,847 37 22 7,438 19,450
土地開発基金 7,086 12 5 7,270 16,832
その他定額運用基金 1,761 25 17 168 2,618
合　　　計 103,859 3,928 2,830 7,790 125,141

特
　
別
　
区

積立金 5,908 50 13 － 6,236
財政調整基金 1,368 － － － 1,368
減債基金 609 － － － 609
その他特定目的基金 3,931 50 13 － 4,259
定額運用基金 611 － － 277 927
土地開発基金 304 － － 240 545
その他定額運用基金 307 － － 37 382
合　　　計 6,519 50 13 277 7,163

表２　主要金融機関の公金預金の内容（1998年度末）

資料　日銀『金融経済統計月報』
（注） 公金には地方公共団体のほか政府関係預り金を含む。

（単位　億円）
要求払預金 定期性預金 外貨預金 その他共合計

国内銀行 67,389 128,941 41,831 238,180
うち都銀 26,448 33,178 26,732 86,372

地銀 37,131 68,462 6,713 112,310
第二地銀 3,152 19,778 1,776 24,708

551 1,285 5,401 7,239
信託 104 6,236 1,207 7,548

信用金庫 3,114 18,822 358 22,298

長信銀
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方
債
償
還
や
産
業
振
興
、
文
化
支
援
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
目
的
を
も
っ
た
基
金
が
設
立
さ
れ
て
い
る
。
基
金
の
運
営
は
、「
条
例
で
定

め
る
特
定
の
目
的
に
応
じ
、
及
び
確
実
か
つ
効
率
的
に
運
用
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」（
二
四
一
条
）
と
さ
れ
て
い
る
。
基
金
は
、

そ
の
設
立
の
目
的
に
か
な
っ
た
運
用
を
行
う
こ
と
と
な
る
た
め
、
歳
計
現
金
に
比
べ
て
長
期
の
運
用
が
可
能
で
あ
る
が
、
実
際
に
は
、

全
地
方
公
共
団
体
合
計
で
一
九
兆
円
の
基
金
残
高
の
う
ち
、
現
預
金
が
約
八
〇
％
と
大
き
な
割
合
を
占
め
て
お
り
、
有
価
証
券
で
の

運
用
は
わ
ず
か
二
％
に
過
ぎ
な
い
。

こ
れ
ら
の
公
金
預
金
は
、
指
定
金
融
機
関
（
４
）

な
ど
の
地
元
地
方
銀
行
を
中
心
と
し
て
預
け
ら
れ
て
い
る
ケ
ー
ス
が
多
い
が
、
大
都
市

圏
で
は
都
市
銀
行
の
指
定
が
見
ら
れ
る
ほ
か
、
町
村
で
は
信
用
金
庫
や
農
協
が
指
定
さ
れ
る
場
合
も
多
い
。

３
　
地
方
公
共
団
体
の
ペ
イ
オ
フ
対
策

以
上
の
よ
う
に
銀
行
預
金
中
心
で
管
理
・
運
用
さ
れ
て
き
た
公
金
に
と
っ
て
、
二
〇
〇
二
年
四
月
以
降
の
銀
行
破
綻
に
よ
っ
て
ペ

イ
オ
フ
が
発
動
さ
れ
る
こ
と
が
あ
れ
ば
、
き
わ
め
て
重
大
な
影
響
を
及
ぼ
す
と
考
え
ら
れ
る
。
各
地
方
公
共
団
体
は
具
体
的
な
ペ
イ

オ
フ
対
策
の
と
り
ま
と
め
に
動
い
て
い
る
が
、
そ
の
指
針
と
な
っ
て
い
る
の
が
、
総
務
省
の
研
究
会
（
５
）

が
平
成
一
三
年
三
月
に
発
表
し

た
と
り
ま
と
め
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
以
下
、
こ
の
と
り
ま
と
め
に
の
っ
と
っ
て
、
地
方
公
共
団
体
の
ペ
イ
オ
フ
対
策
を
見
て
み

よ
う
。

研
究
会
で
は
、
地
方
公
共
団
体
の
ペ
イ
オ
フ
対
策
と
し
て
、
①
金
融
機
関
の
破
綻
の
可
能
性
も
含
め
た
平
常
時
か
ら
の
経
営
把
握

と
そ
の
た
め
の
体
制
整
備
、
②
金
融
機
関
破
綻
時
の
ペ
イ
オ
フ
実
施
を
念
頭
に
お
い
た
公
金
預
金
の
保
護
法
策
の
検
討
・
実
施
、
③

や
む
を
得
ず
被
害
が
出
た
場
合
の
補
完
的
な
公
金
保
護
策
の
構
築
の
可
能
性
、
の
三
点
に
つ
い
て
検
討
が
行
わ
れ
た
。
そ
の
う
ち
、

③
に
つ
い
て
は
、
民
間
の
損
害
保
険
と
し
て
の
商
品
化
、
地
方
公
共
団
体
に
よ
る
基
金
の
創
設
な
ど
が
可
能
性
と
し
て
考
え
ら
れ
る



も
の
の
、
い
ず
れ
も
す
ぐ
に
実
行
可
能
な
対
策
で
は
な
い
の
で
、
十
分
な
検
討
を
要
す
る
と
し
て
い
る
の
み
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て

本
稿
で
も
前
述
の
①
お
よ
び
②
に
つ
い
て
取
り
上
げ
る
こ
と
と
し
た
い
。

①
　
金
融
機
関
の
経
営
把
握
と
そ
の
た
め
の
体
制
整
備

と
り
ま
と
め
で
は
、
ペ
イ
オ
フ
解
禁
後
は
公
金
預
金
の
管
理
・
運
営
に
関
し
て
、
地
方
公
共
団
体
の
自
己
責
任
の
重
要
性
を
指
摘

し
、
そ
の
う
え
で
、
第
一
に
、
地
方
公
共
団
体
は
取
引
銀
行
の
経
営
状
況
を
把
握
し
た
う
え
で
、「
安
全
で
確
実
か
つ
有
利
な
」
公

金
の
管
理
に
取
り
組
む
必
要
が
あ
る
と
し
て
い
る
。
ま
た
、
第
二
に
、
銀
行
の
経
営
状
況
分
析
の
た
め
の
体
制
整
備
を
行
う
必
要
が

あ
る
と
指
摘
し
て
い
る
。

具
体
的
に
は
、
第
一
の
銀
行
の
経
営
状
況
把
握
の
た
め
に
、
自
己
資
本
比
率
な
ど
の
「
健
全
性
」、
総
資
産
業
務
純
益
率
な
ど
の

「
収
益
性
」、
預
金
量
の
推
移
な
ど
の
「
流
動
性
」
の
三
点
を
挙
げ
て
、
銀
行
経
営
の
概
要
を
把
握
す
る
こ
と
を
提
言
し
て
い
る
。
ま

た
、
分
析
に
際
し
て
は
、
他
行
比
較
な
ど
の
相
対
的
な
判
断
や
時
系
列
比
較
な
ど
の
方
法
に
よ
っ
て
行
い
、
不
良
債
権
の
状
況
や
、

地
域
性
な
ど
も
加
味
し
た
上
で
総
合
的
な
判
断
を
す
る
よ
う
求
め
て
い
る
。

さ
ら
に
、
第
二
の
金
融
機
関
の
経
営
状
況
把
握
の
た
め
の
体
制
整
備
と
し
て
、
出
納
部
門
職
員
へ
の
研
修
の
拡
充
、
金
融
業
務
経

験
者
の
中
途
採
用
の
拡
充
、
専
門
性
の
高
い
人
材
育
成
の
た
め
の
人
事
政
策
、
専
門
家
へ
の
ア
ウ
ト
ソ
ー
シ
ン
グ
な
ど
の
具
体
策
を

挙
げ
て
い
る
。
こ
う
し
た
対
策
に
基
づ
い
て
、
銀
行
の
破
綻
リ
ス
ク
が
大
き
く
な
っ
て
い
る
と
判
断
さ
れ
た
時
に
は
債
権
の
保
全
に

向
け
て
適
切
な
対
応
を
取
る
こ
と
の
ほ
か
、
住
民
に
対
す
る
説
明
責
任
（
ア
カ
ウ
ン
タ
ビ
リ
テ
ィ
ー
）
を
果
た
す
こ
と
に
も
言
及
さ

れ
て
い
る
。

（29）



（30）

公金預金の�
類型�

保護方策の案�
�

類型Ⅰ�
歳計現金・�
歳入歳出外現金�
�

類型Ⅱ�
制度融資に係る預託金�
� 類型Ⅲ�

　各種基金�（Ａ）直接、金�
　　融機関に預�
　　金�
�

現行の国の諸�
制度を前提と�
して可能な保�
護方策の案�
�

①相殺（預金債権と借入�
　金債務（地方債）とを�
　相殺）�
�

②中小企業等に対�
　する貸付金債権�
　等への質権設定�
　　　　　　（注）�
�

①相殺（基金債�
　権と借入金債�
　務（地方債）�
　との相殺）�
�
⑤ペイオフに�
　対応した金�
　融商品・運�
　用方法の検�
　討�
�

⑥預託金方式�
　から、利子�
　補給方式へ�
　の変更�
�

①直接、金融機関に�
　預金する方式への�
　変更（→①相殺で�
　対応）�
�⑥預託金方式から、�
　利子補給方式への�
　変更�
�
�
信用保証協会を経�
由する預託金方式�
についての義務付�
けがないもの�
�

③指定金融機関から提供される�
　担保の充実�
�

③同左�
�

④金融機関が保有する国債・地方債等への質権設定�
�

国の諸制度の�
改正が必要と�
なる保護方策�
�

（Ｂ）信用保証協会�
　　を経由して預金�
�
�

⑤ペイオフに�
　対応した金�
　融商品・運�
　用方法の検�
　討�
�

①直接、金融機関に�
　預金する方式への�
　変更（→①相殺で�
　対応）�
�⑥預託金方式から、�
　利子補給方式への�
　変更�
�
�
信用保証協会を経�
由する預託金方式�
についての義務付�
けがあるもの�
�

（出所）総務省（2001）中間報告

公的預金の保護策についての概観



②
　
公
金
預
金
保
護
の
た
め
の
対
応
方
策

続
い
て
と
り
ま
と
め
で
は
、
公
金
預
金
保
護
の
た
め
に
地
方
公
共
団
体
が
と
り
う
る
対
策
を
公
金
の
種
類
別
に
列
挙
し
て
い
る
。

以
下
で
は
、
歳
計
現
金
、
各
種
基
金
、
制
度
融
資
に
係
る
預
託
金
の
三
種
類
挙
げ
ら
れ
て
い
る
公
金
の
う
ち
、
前
二
者
に
つ
い
て
の

対
応
策
の
概
略
を
紹
介
す
る
。

（
１
）
歳
計
現
金
等
に
つ
い
て
の
対
応
策

流
動
性
が
重
視
さ
れ
る
歳
計
現
金
の
運
用
管
理
に
つ
い
て
、
預
金
に
よ
る
運
用
に
関
し
て
は
、
前
述
の
よ
う
に
銀
行
の
経
営
状

況
な
ど
の
把
握
を
行
っ
た
上
で
、
慎
重
な
取
り
組
み
を
す
る
こ
と
と
し
て
い
る
。
加
え
て
、
地
方
公
共
団
体
の
自
衛
策
と
し
て
、

地
方
公
共
団
体
の
持
つ
預
金
債
権
と
借
入
金
（
地
方
債
）
債
務
の
相
殺
、
指
定
金
融
機
関
か
ら
の
担
保
の
徴
収
、
銀
行
の
持
つ
国

債
、
地
方
債
等
へ
の
質
権
の
設
定
な
ど
に
よ
っ
て
、
ペ
イ
オ
フ
が
発
動
さ
れ
た
時
の
公
金
の
保
護
を
図
る
策
が
可
能
で
あ
る
と
し

て
い
る
。

ま
た
、
歳
計
現
金
に
つ
い
て
も
、
適
正
な
資
金
計
画
の
策
定
を
行
っ
た
上
で
、
元
本
の
償
還
及
び
利
子
の
支
払
い
が
確
実
な
債

券
で
運
用
す
る
こ
と
も
提
言
さ
れ
て
い
る
。
具
体
的
な
債
券
運
用
と
し
て
は
、
国
債
、
政
府
保
証
債
、
地
方
債
等
に
よ
る
運
用
が

挙
げ
ら
れ
て
お
り
、
運
用
に
あ
た
っ
て
は
流
動
性
が
重
視
さ
れ
る
歳
計
現
金
の
性
格
上
、
短
期
債
（
六
か
月
Ｔ
Ｂ
）、
政
府
短
期

証
券
（
三
か
月
Ｆ
Ｂ
）、
残
存
期
間
の
短
い
既
発
債
、
売
戻
特
約
付
現
先
取
引
等
に
よ
る
短
期
で
の
運
用
が
提
言
さ
れ
て
い
る
。

（
２
）
基
金
に
つ
い
て
は
、
歳
計
現
金
等
に
く
ら
べ
て
支
払
準
備
の
た
め
の
現
金
の
割
合
が
少
な
く
て
す
む
た
め
、
有
価
証
券
で
の
運

用
が
可
能
で
あ
り
、
国
債
、
政
府
保
証
債
、
地
方
債
等
の
元
本
の
償
還
及
び
利
息
の
支
払
い
が
確
実
な
債
券
等
に
よ
る
積
極
的
か

つ
効
率
的
な
運
用
方
法
の
ウ
エ
イ
ト
を
高
め
る
こ
と
を
検
討
す
る
必
要
が
あ
る
と
し
て
い
る
。
な
お
、
基
金
に
つ
い
て
も
銀
行
預

金
と
し
て
運
用
す
る
部
分
に
つ
い
て
は
、
歳
計
現
金
に
な
ら
っ
て
預
金
債
権
と
借
入
金
債
務
の
相
殺
、
担
保
の
徴
収
、
質
権
の
設

（31）



（32）

定
な
ど
の
方
策
を
検
討
す
べ
き
で
あ
る
と
し
て
い
る
。

４

ペ
イ
オ
フ
対
策
の
困
難

総
務
省
の
と
り
ま
と
め
発
表
を
基
礎
と
し
て
、
各
自
治
体
で
も
公
金
運
営
の
た
め
の
指
針
が
次
々
と
取
り
ま
と
め
ら
れ
て
い
る
が
、

地
方
自
治
体
の
取
り
組
み
に
は
困
難
な
点
も
多
い
と
考
え
ら
れ
る
。

ま
ず
、
銀
行
の
経
営
状
況
把
握
の
難
し
さ
を
挙
げ
る
こ
と
が
で
き
る
。
と
り
わ
け
、
地
方
公
共
団
体
と
そ
の
出
納
事
務
を
受
け
持

つ
指
定
金
融
機
関
の
関
係
は
、
後
で
見
る
よ
う
に
銀
行
の
経
営
破
綻
の
可
能
性
を
前
提
と
し
た
も
の
で
は
な
い
。
こ
の
た
め
、
ペ
イ

オ
フ
導
入
に
と
も
な
っ
て
、
に
わ
か
に
銀
行
の
経
営
評
価
の
体
制
を
作
り
上
げ
る
こ
と
は
困
難
が
と
も
な
う
と
考
え
ら
れ
る
。
ま
た
、

地
方
公
共
団
体
に
よ
っ
て
は
、
こ
う
し
た
公
金
管
理
業
務
を
担
当
す
る
人
材
を
確
保
・
育
成
す
る
こ
と
も
必
要
と
な
る
と
考
え
ら
れ

る
。さ

ら
に
、
地
方
公
共
団
体
が
あ
る
程
度
正
確
に
銀
行
経
営
の
状
況
を
把
握
し
た
と
し
て
も
、
経
営
の
悪
化
し
た
銀
行
か
ら
た
だ
ち

に
公
金
を
引
き
上
げ
る
こ
と
は
難
し
い
と
さ
れ
る
。
公
金
預
金
先
の
金
融
機
関
は
地
域
で
無
視
で
き
な
い
金
融
機
能
を
果
た
す
中
核

地
方
銀
行
で
あ
る
場
合
が
多
い
。
銀
行
に
よ
っ
て
は
地
方
公
共
団
体
が
最
大
の
取
引
相
手
と
な
っ
て
い
る
場
合
も
少
な
く
な
い
と
さ

れ
、
そ
う
し
た
中
核
銀
行
へ
の
資
金
供
給
を
途
絶
え
さ
せ
る
こ
と
は
地
域
経
済
へ
の
悪
影
響
が
懸
念
さ
れ
る
。
ま
た
、
公
金
預
金
が

引
き
上
げ
ら
れ
た
こ
と
が
情
報
と
し
て
広
ま
る
と
、
一
般
預
金
者
の
不
安
を
あ
お
る
こ
と
に
も
つ
な
が
り
か
ね
ず
、
地
域
金
融
シ
ス

テ
ム
の
不
安
定
要
因
を
地
方
公
共
団
体
自
ら
が
作
り
出
す
こ
と
に
な
る
か
ら
で
あ
る
。

ま
た
、
担
保
の
徴
収
な
ど
の
地
方
公
共
団
体
の
自
衛
策
は
銀
行
側
に
と
っ
て
負
担
が
大
き
く
、
即
座
に
担
保
提
供
に
応
じ
る
こ
と

は
難
し
い
面
も
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
地
方
金
融
機
関
は
、
指
定
金
融
機
関
と
し
て
地
方
公
共
団
体
の
歳
計
に
か
か
わ
る
事
務
負
担



な
ど
を
無
償
で
負
担
す
る
の
が
通
例
と
な
っ
て
い
た
た
め
、
地
方
公
共
団
体
と
の
取
引
の
採
算
が
さ
ら
に
悪
化
す
る
こ
と
に
な
る
。

５
　
指
定
金
融
機
関
制
度
の
見
直
し

ペ
イ
オ
フ
対
策
を
に
ら
ん
だ
地
方
公
共
団
体
の
対
策
は
以
上
の
と
お
り
で
あ
る
が
、
一
方
の
銀
行
サ
イ
ド
に
も
、
地
方
公
共
団
体

と
の
取
引
を
見
直
そ
う
と
す
る
動
き
が
あ
る
。
全
国
地
銀
協
会
の
報
告
（
６
）

で
は
、
地
方
公
共
団
体
と
の
取
引
に
つ
い
て
収
益
の
観
点
か

ら
い
く
つ
か
の
問
題
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。

地
方
銀
行
の
多
く
は
地
方
公
共
団
体
と
の
間
で
、
税
金
等
の
公
金
の
出
納
事
務
を
取
り
扱
う
指
定
金
融
機
関
と
し
て
、
あ
る
い
は
、

指
定
金
融
機
関
の
収
納
事
務
の
一
部
を
取
り
扱
う
収
納
代
理
金
融
機
関
と
し
て
取
引
を
行
っ
て
き
た
。
規
制
金
利
時
代
に
は
、
預
貸

取
引
、
地
方
債
の
引
受
け
な
ど
に
よ
っ
て
指
定
金
融
機
関
側
も
一
定
の
収
益
を
確
保
し
て
お
り
、
全
体
と
し
て
は
十
分
な
収
益
の
見

込
め
る
取
引
で
あ
っ
た
と
さ
れ
る
。
ま
た
、
銀
行
側
に
と
っ
て
は
、
地
方
公
共
団
体
の
指
定
金
融
機
関
と
な
る
こ
と
で
地
域
の
筆
頭

銀
行
と
し
て
の
地
位
を
示
す
と
い
う
点
で
も
、
一
定
の
メ
リ
ッ
ト
が
あ
っ
た
と
推
測
で
き
る
。

し
か
し
な
が
ら
、
金
利
の
自
由
化
が
進
ん
だ
こ
と
、
地
方
公
共
団
体
が
預
貸
取
引
や
地
方
債
の
引
受
け
に
入
札
制
を
導
入
し
た
こ

と
な
ど
に
よ
っ
て
そ
の
収
益
性
は
低
下
し
て
い
る
。
さ
ら
に
、
収
納
・
支
払
事
務
や
派
出
な
ど
指
定
金
融
機
関
の
事
務
コ
ス
ト
は
す

べ
て
銀
行
側
が
負
担
す
る
こ
と
が
慣
例
と
な
っ
て
お
り
、
こ
の
点
で
も
銀
行
の
負
担
は
相
対
的
に
重
さ
を
増
し
て
い
る
。
ま
た
、
地

方
公
共
団
体
法
に
は
指
定
金
融
機
関
を
お
く
こ
と
に
つ
い
て
の
取
り
決
め
は
あ
る
も
の
の
、
具
体
的
な
業
務
に
つ
い
て
の
取
り
決
め

が
な
い
。
こ
の
た
め
、
慣
行
的
に
地
方
公
共
団
体
の
資
金
管
理
に
関
わ
る
多
く
の
業
務
が
暗
黙
の
う
ち
に
指
定
金
融
機
関
の
業
務
と

さ
れ
て
お
り
、
そ
の
根
拠
が
明
ら
か
で
な
い
ま
ま
指
定
金
融
機
関
が
無
償
で
負
担
し
て
い
る
と
い
う
。

地
銀
協
会
が
平
成
一
一
年
に
実
施
し
た
加
盟
地
方
銀
行
を
対
象
と
し
た
ア
ン
ケ
ー
ト
に
よ
る
と
、
地
方
銀
行
の
多
く
に
、
今
後
地
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方
公
共
団
体
と
の
取
引
の
内
容
を
見
直
そ
う
と
す
る
動
き
が
見
ら
れ
る
こ
と
が
分
か
る
。
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
で
は
、
①
地
方
公
共
団

体
と
の
取
引
に
つ
い
て
採
算
分
析
を
行
っ
て
い
る
銀
行
は
五
六
行
、
二
行
が
今
後
開
始
す
る
と
し
て
い
る
。
②
指
定
金
融
機
関
契
約

書
等
の
見
直
し
に
つ
い
て
は
、
四
行
が
見
直
し
を
完
了
、
四
〇
行
が
見
直
し
を
行
っ
て
い
る
。
③
指
定
金
融
機
関
の
業
務
内
容
の
明

確
化
に
つ
い
て
、
二
行
が
す
で
に
整
理
検
討
を
終
え
、
二
八
行
が
見
直
し
中
で
あ
る
。
④
事
務
処
理
の
電
子
化
推
進
に
つ
い
て
公
共

料
金
、
税
金
等
の
電
子
収
納
を
検
討
す
る
「
日
本
マ
ル
チ
ペ
イ
メ
ン
ト
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
」
へ
の
参
加
働
き
か
け
を
約
六
〇
行
が
行
っ

て
い
る
。
⑤
時
価
会
計
導
入
に
対
応
す
る
た
め
、
四
三
行
が
縁
故
地
方
債
の
公
募
化
に
前
向
き
に
対
応
す
る
と
し
て
い
る
。

６
　
お
わ
り
に

以
上
の
よ
う
に
、
ペ
イ
オ
フ
導
入
に
と
も
な
っ
て
、
地
方
公
共
団
体
サ
イ
ド
に
取
引
銀
行
と
り
わ
け
指
定
金
融
機
関
と
の
関
係
を

見
直
す
動
き
が
強
ま
っ
て
い
る
一
方
、
指
定
金
融
機
関
サ
イ
ド
に
も
、
従
来
の
預
貸
業
務
や
地
方
債
引
受
で
包
括
的
に
確
保
し
て
い

た
採
算
の
悪
化
が
認
識
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
、
地
方
自
治
体
と
の
関
係
を
見
直
す
動
き
が
高
ま
っ
て
き
て
い
る
。

わ
が
国
の
地
方
公
共
団
体
の
公
金
運
用
が
銀
行
預
金
に
大
き
く
依
存
し
て
い
る
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
り
、
こ
う
し
た
変
化
を
踏
ま

え
て
、
将
来
的
に
は
国
債
な
ど
の
安
全
性
の
高
い
債
券
で
の
公
金
運
用
の
比
率
が
高
ま
っ
て
く
る
こ
と
が
考
え
ら
れ
る
。

注（
１
）

普
通
預
金
な
ど
の
流
動
性
預
金
に
つ
い
て
は
、
二
〇
〇
三
年
四
月
か
ら
実
施
さ
れ
る
。

（
２
）

総
務
省
（
二
〇
〇
一
）
参
照
。

（
３
）

ほ
か
に
歳
計
外
現
金
と
呼
ば
れ
る
も
の
が
あ
り
、
こ
れ
は
金
融
機
関
か
ら
担
保
と
し
て
徴
求
し
た
現
金
で
あ
る
が
割
合
と
し
て
は
小
さ
い
。
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（
４
）

地
方
自
治
法
第
二
三
五
条
第
一
項
、
第
二
項
に
は
、
都
道
府
県
は
金
融
機
関
を
指
定
し
て
公
金
の
収
納
・
支
払
い
の
事
務
を
取
り
扱
わ
せ

な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
市
町
村
は
金
融
機
関
を
指
定
し
て
同
業
務
を
行
わ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
と
す
る
規
定
が
あ
る
。

（
５
）

注
（
２
）
に
同
じ
。

（
６
）

全
国
地
方
銀
行
協
会
「
今
後
の
地
方
公
共
団
体
と
の
取
引
の
あ
り
方
」
平
成
一
二
年
六
月
一
四
日
。

参
考
文
献

全
国
地
方
銀
行
協
会
（
二
〇
〇
〇
）、「
今
後
の
地
方
公
共
団
体
と
の
取
引
の
あ
り
方
」、「
地
方
公
共
団
体
と
の
取
引
改
善
等
に
関
す
る
実
態
ア
ン
ケ

ー
ト
」
六
月
一
四
日
。

総
務
省
（
二
〇
〇
一
）「
地
方
公
共
団
体
に
お
け
る
ペ
イ
オ
フ
解
禁
へ
の
対
応
方
策
研
究
会
と
り
ま
と
め
」、
三
月
三
〇
日
。

鈴
木
博
（
二
〇
〇
一
）「
変
革
期
を
迎
え
る
地
方
公
共
団
体
の
金
融
活
動
」『
農
林
金
融
』
二
〇
〇
一
年
二
月
。

東
京
都
の
公
金
管
理
に
関
す
る
検
討
委
員
会
（
二
〇
〇
二
）「
東
京
都
に
お
け
る
ペ
イ
オ
フ
解
禁
後
の
新
た
な
公
金
管
理
に
向
け
て
」
一
月
三
〇
日
。

（
し
み
ず
　
よ
う
こ
・
客
員
研
究
員
）
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